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『
河
南
程
氏
遺
書
』
訳
注
（
二
）

『
程
氏
遺
書
』
研
究
会

（
一
）　

本
稿
は
、『
河
南
程
氏
遺
書
』
訳
注
の
継
続
稿
で
あ
る
。

（
二
）　
『
程
氏
遺
書
』
研
究
会
の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
五
十
音
順
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
現
在
）

　

伊
香
賀　

隆
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
特
命
研
究
員
）、
石
田
和
夫
（
福
岡
大
学
名
誉
教
授
）、
牛
尾
弘
孝
（
大
分

大
学
名
誉
教
授
）、
古
賀
崇
雅
（
久
留
米
大
学
非
常
勤
講
師
）、
小
宮　

厚
（
元
久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）、
平
元
道
雄
（
元

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
）、
藤
井
倫
明
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
准
教
授
）、
間
柄
拓
也
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文

科
学
府
修
士
課
程
）、
森　

宏
之
（
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所
研
究
員
）

　

な
お
、
漢
文
訓
読
、
口
語
訳
、
出
典
関
連
な
ど
に
お
い
て
、
広
島
大
学
名
誉
教
授
佐
藤
仁ひ

と
し
先
生
の
ご
助
言
を
頂
い
た
。

（
三
）　
《
訳
注
凡
例
》
補
遺　

凡
例
に
つ
い
て
は
訳
注
（
一
）
参
照
。
補
足
分
を
こ
こ
に
附
録
す
る
。

　
〔
校
注
〕（
４
）『
近
思
録
』（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
13
所
収
、
王
澔
・
陸
暉
校
点
、
上
海
古
籍
出
版
社
・
安
徽
教
育
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年
） ・
・
・
近
思
録
本

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　

＊



— 63 —

　『
河
南
程
氏
遺
書
』
巻
第
一�

二
先
生
語
一
　
　
　
　

［
六
］

天
地
生
一
世（

（
（

人
、
自
足（

（
（

了
一
世
事
。
但
恨
人
不
能
盡
用
天
下
之
才
。
此
其
不
能
大
治（

（
（

。

　
　
　
　
　
　

＊

天
地
一
世
の
人
を
生
じ
、
一
世
の
事
を
自
足
し
了お

わ
る
。
但
だ
恨
む
ら
く
は
人
盡

こ
と
ご
とく
は
天
下
の
才
を
用
い
る
こ
と
能あ

た

わ
ざ
る
を
。
此
れ
其

の
大
い
に
治
ま
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　

＊

天
地
が
そ
の
時
代
の
人
を
生
み
出
し
、〔
天
地
〕
み
ず
か
ら
そ
の
時
代
の
事し

ご
と業
を
成
し
遂
げ
て
し
ま
う
。
し
か
し
残
念
に
思
う
の
は
、
人

が
世
の
中
の
英
才
を
す
べ
て
取
り
立
て
て
用
い
る
の
が
で
き
な
い
こ
と
だ
。
こ
れ
で
は
天
下
が
太
平
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　

＊

（
１
）	

一
世
＝
こ
こ
で
は
「
一
代
」、「
そ
の
時
代
」
の
意
。

（
２
）	

自
足
＝
『
漢
辞
海
』
に
、「
①
自
分
を
満
足
さ
せ
る
。
②
満
足
し
て
、
そ
れ
以
上
求
め
な
い
さ
ま
。
③
自
分
に
必
要
な
も
の
を
自
分
の
力
で
満
た

す
」（p.1173

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
③
の
「
自
分
の
力
で
満
た
す
」
の
意
に
取
り
、「
事
業
を
成
し
遂
げ
る
」
の
意
に
解
す
る
。

（
３
）	

大
治
＝
『
礼
記
』
礼
器
篇
に
、「
是こ

の
故ゆ
え
に
昔む
か
し先
王
、
有
徳
を
尚た
つ
とび
、
有
道
を
尊
び
、
有
能
に
任
ず
。
賢
を
挙
げ
て
之
れ
を
置
き
、
衆
を
聚
め
て
之

れ
に
誓
う
。・
・
・
是
の
故
に
聖
人
南
面
し
て
立
ち
て
、
天
下
大
い
に
治
ま
る
（
是
故
昔
先
王
尚
有
徳
、
尊
有
道
、
任
有
能
。
挙
賢
而
置
之
、
聚
衆
而

誓
之
。・
・
・
是
故
聖
人
南
面
而
立
、
而
天
下
大
治
）」
と
あ
る
の
に
も
と
づ
く
。�

（
牛
尾　
弘
孝
）
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［
七
］

天
地
生
物（

（
（

、
各
無
不
足
之
理
。
常
思
天
下
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦（

（
（

、
有
多
少（

（
（

不
盡
分（

（
（

處
。

　
　
　
　
　
　

＊

天
地
の
、
物
を
生
ず
る
、
各

お
の
お
の足

ら
ざ
る
の
理
無
し
。
常
に
思
う
、
天
下
の
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
に
、
多お

お少
く
の
分ぶ

ん

を
盡つ

く
さ
ざ
る

處
有
る
を
。

　
　
　
　
　
　

＊

天
地
が
万
物
を
生
み
育
て
る
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
不
完
全
な
道
理
は
存
在
し
な
い
。
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
は
、
世
の
中
の
君
臣
・
父お

や
こ子
・

兄
弟
・
夫
婦
に
は
、
多
く
の
本
分
を
尽
く
さ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
だ
。

　
　
　
　
　
　

＊

※�

本
条
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
大
系
『
近
思
録
』（p.34

）
に
訓
読
と
頭
注
、
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
上
（p.31

～32

）・
市
川
氏
『
近
思
録
』（p.23

）
に

訓
読
と
口
語
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
本
条
は
『
近
思
録
』
巻
一
（
道
体
）・
一
八
条
（
近
思
録
本
、p.170

）
に
収
録

さ
れ
、「
明
道
先
生
曰
」
の
五
文
字
が
冒
頭
に
附
さ
れ
て
い
る
。『
輯
略
』
第
二
〇
章･

第
二
節
（p.67

）
に
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
程
顥
の
語
と
し
て

い
る
。

（
１
）	

天
地
生
物
＝
「
天
地
生
物
」
に
関
す
る
内
容
で
、
本
条
と
呼
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、「
天
が
万
物
を
生
み
育
て
る
の
は
尽
き
る
こ
と

が
な
く
、
万
物
は
成
長
す
る
と
〔
そ
れ
ぞ
れ
に
〕
違
い
が
生
じ
る
（
天
之
生
物
無
窮
、
物
之
所
成
却
有
別
）」（
底
本
・
巻
第
六
・
二
先
生
語
六
・
六
九

条
、p.85

）、「
そ
も
そ
も
天
が
万
物
を
生
み
育
て
る
際
に
は
、
長
短
・
大
小
〔
の
違
い
〕
が
生
じ
る
。
君
子
は
そ
の
大
な
る
も
の
を
体
得
し
た
者
で

あ
る
。
ど
う
し
て
小
な
る
も
の
を
大
な
る
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
天
理
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ど
う
し
て
〔
天
理
に
〕
逆
ら
う
こ

と
が
で
き
よ
う
か
（
夫
天
之
生
物
也
、
有
長
有
短
、
有
大
有
小
。
君
子
得
其
大
矣
。
安
可
使
小
者
亦
大
乎
。
天
理
如
此
。
豈
可
逆
哉
）」（
同
上
・
巻

第
一
一
・
明
道
先
生
語
一
・
九
一
条
、p.125

）、「
天
に
〔
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
〕
五
気
が
あ
る
。
だ
か
ら
そ
も
そ
も
〔
天
が
〕
万
物
を
生
み
育

て
る
際
に
、〔
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
の
〕
五
性
を
具
有
し
な
い
こ
と
が
な
い
（
天
有
五
気
、
故
凡
生
物
、
莫
不
具
五
性
）」（
同
上
・
巻
第
一
五
・
伊
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川
先
生
語
一
・
一
四
〇
条
、p.162

）
な
ど
が
あ
る
。

	

本
条
は
、
天
地
に
生
み
育
て
ら
れ
た
万
物
、
と
り
わ
け
人
は
、
天
理
で
あ
る
義
・
仁
・
礼
・
智
の
四
徳
を
生
ま
れ
つ
き
身
に
つ
け
て
い
る
の
で
、
君

臣
の
義
・
父
子
の
親し
ん
・
兄
弟
（
長
幼
）
の
序
・
夫
婦
の
別
な
ど
の
人
倫
の
本
分
を
尽
く
さ
な
い
と
、「
天
地
が
万
物
を
生
ず
る
心
（
天
地
生
物
之
心
）」

に
そ
む
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
、『
易
経
』
の
「
生
生
之
れ
を
易
と
謂
う
（
生
生
之
謂
易
）」（『
周
易
』
繋
辞
上
伝
）、「
天
地
の
大
徳

を
生
と
曰
う
（
天
地
之
大
徳
曰
生
）」（
同
上
、
繋
辞
下
伝
）
に
も
と
づ
く
「
生
意
（
生
き
生
き
と
し
て
は
た
ら
く
生
命
の
意こ
こ
ろ思
）」
の
思
想
は
、
程

顥
・
程
頤
兄
弟
に
共
通
す
る
重
要
な
生
命
観
で
あ
っ
た
。
特
に
程
頤
は
、「
一
陽
が
〔
五
陰
の
〕
下
に
来
復
す
る
。
こ
れ
こ
そ
天
地
が
万
物
を
生
み
育

て
る
心
で
あ
る
（
一
陽
復
於
下
。
乃
天
地
生
物
之
心
也
）」（『
周
易
程
氏
伝
』
復
卦
・
彖
伝
「
復
は
其
れ
天
地
の
心
を
見
る
か
（
復
、
其
見
天
地
之
心

乎
）」p.819

）、
ま
た
「『
復
〔
の
卦
〕
に
お
い
て
天
地
の
〔
万
物
を
生
み
育
て
て
や
ま
な
い
〕
心
を
見
る
で
あ
ろ
う
』〔
と
あ
る
〕。
一
言
で
言
い
尽

く
せ
ば
、
天
地
は
万
物
を
生
み
育
て
る
こ
と
を
心
と
し
て
い
る
（「
復
、
其
見
天
地
之
心
」。
一
言
以
蔽
之
、
天
地
以
生
物
為
心
）」（『
外
書
』
巻
第

三
、p.366

）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、『
易
経
』
の
復
の
卦
に
注
目
し
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
朱
熹
に
受
け
つ
が
れ
る
。

	

な
お
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
天
地
生
物
」
の
訓
読
と
解
釈
で
あ
る
。「
天
地
、
物
を
生
ず
る
」
と
訓
読
し
て
よ
い
の
だ
が
、
朝
鮮
独
自

の
朱
子
学
を
定
立
し
た
（
三
浦
国
雄
『
人
類
の
知
的
遺
産
19
朱
子
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、p.363

）
と
さ
れ
る
李
滉こ
う
（
字
は
景
浩
、
号
は
退た
い
け
い渓
、

一
五
〇
一
～
一
五
七
〇
）
に
次
の
よ
う
な
見
解
が
あ
る
。

	

「
惻
隠
の
心
は
人
の
生
道
で
あ
る
（
底
本
・
巻
二
一
下
・
伊
川
先
生
語
七
下
・
一
二
条
、p.274

）」〔
と
い
う
〕
程
頤
の
一
節
の
語
は
、
朱
子
の
門
人

た
ち
と
の
弁
論
三
条
〔
が
あ
る
の
で
〕、
く
わ
し
く
そ
の
文
章
を
見
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
思
う
に
こ
の
「
生
」
と
い
う
も
の
は
、「
生
活
」

の
生
で
あ
り
、
生
き
生
き
と
し
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
〔
程
頤
の
言
う
〕「
天
地
、
物
を
生
ず
る
の
心
」
と

つ
な
が
る
も
の
で
、
た
だ
ひ
と
つ
の
「
生
」
と
い
う
も
の
だ
。
だ
か
ら
朱
子
は
、
あ
る
人
が
「
天
地
、
物
を
生
ず
る
の
心
」
を
質
問
し
た
の
に
答
え

て
、「
天
地
の
心
は
『
生
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
万
物
は
す
べ
て
生
ま
れ
育
っ
て
、
は
じ
め
て
万
物
〔
と
い
う
存
在
〕
に
な
る
。
人
や
万
物

が
生
き
生
き
と
し
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
理
由
は
、
そ
の
『
生
』
に
よ
る
の
だ
。
生
ま
れ
育
た
な
い
と
、
す
ぐ
に
枯
れ
て
し
ま
う
」
と
言
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
桀け
つ

王
や
盗
跖せ
き

で
も
、
生
ま
れ
育
つ
こ
と
が
な
い
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
や
は
り
「
生
活
」
の
生
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

あ
な
た
（
鄭
惟
一
）
の
手
紙
で
は
、「
生
」
を
「
生
出
」
の
意
味
だ
と
し
、
さ
ら
に
は
「
動
用
」
の
意
味
だ
と
し
て
い
る
が
、
恐
ら
く
は
〔「
生
」
の
〕
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本
来
の
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
（「
惻
隠
之
心
、
人
之
生
道
」、
程
子
此
一
段
語
、
朱
門
弁
説
三
条
、
詳
見
下
文
、
可
考
也
。
蓋
此
生
字
、
只
是
生

活
之
生
、
生
生
不
窮
之
義
。
即
与
天
地
生
物
之
心
貫
串
、
只
一
生
字
。
故
朱
子
答
或
問
天
地
生
物
之
心
曰
、「
天
地
之
心
只
是
箇
生
。
凡
物
皆
是
生
、

方
有
是
物
。
人
物
所
以
生
生
不
窮
者
、
以
其
生
也
。
才
不
生
、
便
乾
枯
死
了
。」
以
此
観
之
、
桀
跖
不
能
無
是
以
生
、
亦
是
生
活
之
生
耳
。
来
諭
以
為

生
出
之
義
、
又
以
為
動
用
之
意
。
恐
非
本
意
）」（
阿
部
吉
雄
編
『
日
本
刻
版
、
李
退
渓
全
集
（
下
）』
所
収
「
自
省
録
」
答
鄭
子
中
・
別
紙
、p.329

）

	

李
滉
は
「
天
地
、
物
を
生
ず
る
の
心
」
の
「
生
」
を
「
生
出
（
生
み
出
す
）」
で
は
な
く
、「
生
活
（
生
存
す
る
）」
と
解
釈
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
生

出
が
あ
る
か
ら
生
活
も
成
り
立
つ
こ
と
は
李
滉
も
承
知
し
て
い
る
の
だ
が
、
万
物
は
生
出
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
生
活
が
極
め
て

重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
「
生
物
」
に
つ
い
て
「
物
を
生
む
」
で
は
な
く
、「
物
を
生
か
す
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
本

条
で
は
「
物
を
生
ず
る
」
と
訓
読
し
、「
生
出
」
と
「
生
活
」
の
両
方
の
解
釈
を
考
慮
に
入
れ
、「
生
み
育
て
る
（
生
育
）」
と
口
語
訳
す
る
。

	

こ
の
「
生
物
」
の
訓
読
と
解
釈
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
朱
熹
の
発
言
に
、「
温
公
（
司
馬
光
）
は
〔
礼
部
で
行
わ
れ
る
〕
省
試
に
お
い

て
、『〔『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
一
三
年
に
あ
る
〕
民
は
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生
ず
』
と
い
う
一
文
を
引
用
し
て
策
問
を
作
り
、
生
を
活
（
生
活

す
る
、
生
存
す
る
）
と
考
え
た
。
そ
の
説
に
よ
る
と
、
人
々
は
天
地
の
中
和
の
気
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生
活
す
る
（
生
き
て
い
く
）
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
解
釈
に
な
る
。
温
公
の
文
集
の
中
に
こ
の
よ
う
に
説
く
一
段
が
あ
り
、
う
ま
く
説
い
て
い
る
（
温
公
省
試
、
作
民
受
天
地
之
中
以

生
論
、
以
生
為
活
。
其
説
以
為
民
能
受
天
地
之
中
、
則
能
活
也
。
温
公
集
中
自
有
一
段
如
此
説
、
也
説
得
好
）」（『
語
類
』
巻
一
三
〇
・
本
朝
四
、

p.3104

）
と
あ
る
。
司
馬
光
の
説
は
、「（
范
）
景
仁
の
、
養
生
及
び
楽が
く
を
論
ず
る
に
答
う
る
書
（
答
景
仁
論
養
生
及
楽
書
）」
に
、「
思
う
に
い
わ
ゆ

る
『
生
』
は
、
つ
ま
り
生
存
（
生
き
て
い
る
）
の
生
で
あ
り
、
始
生
（
始
め
て
生
ま
れ
る
）
の
生
で
は
な
い
（
蓋
所
謂
生
、
乃
生
存
之
生
、
非
始
生

之
生
也
」（
四
部
叢
刊
初
編
所
収
『
温
国
文
正
司
馬
公
集
』
巻
六
・
書
啓
五
）
と
あ
る
。

	

な
お
、「
天
の
、
物
を
生
ず
る
」
と
い
う
表
現
は
、「
且
つ
天
の
、
物
を
生
ず
る
や
、
之
れ
を
し
て
本
を
一
に
せ
し
む
（
且
天
之
生
物
也
、
使
之
一
本
）」

（『
孟
子
』
滕
文
公
上
篇
）
と
あ
り
、
自
分
は
同
じ
根
本
の
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が
天
の
働
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
且
つ
天
の
、

物
を
生
む
や
」
と
訓
読
で
き
る
。
ま
た
「
天
の
、
物
を
生
ず
る
は
、
必
ず
其
の
材
に
因
り
て
篤あ
つ
く
す
（
天
之
生
物
、
必
因
其
材
而
篤
焉
）」（『
中
庸
』

章
句
本
第
一
七
章
）
と
あ
り
、
万
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
・
素
質
に
応
じ
て
生
育
し
て
い
く
の
が
天
の
働
き
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
、「
天
の
、
物

を
生
か
す
は
」
と
訓
読
で
き
る
。
島
田
虔
次
『
大
学
・
中
庸
下
』（
中
国
古
典
選
７
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
で
は
、「
天
の
物
を
生
ず
る
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や
」
と
訓
読
し
、「
天
は
物
を
生
む
（
物
を
生
き
し
め
る
）
こ
と
を
そ
の
本
来
の
性
格
と
し
て
い
る
が
」（p.94

）
と
口
語
訳
し
て
お
り
、
程
頤
の
「
天

地
は
物
を
生
ず
る
を
以
て
心
と
す
」
と
関
連
さ
せ
て
詳
し
い
解
説
を
附
し
て
い
る
。
金
谷
治
『
大
学
・
中
庸
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
で
は
、

「
天
の
物
を
生
ず
る
は
」
と
訓
読
し
、「
天
が
万
物
を
生
育
す
る
そ
の
し
か
た
は
」（p.174

）
と
口
語
訳
し
て
い
る
。

（
２
）	
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
＝
『
外
書
』
巻
第
一
二
・
尹
和
靖
語
・
一
〇
条
に
、「
先
生
（
尹い
ん
と
ん焞
）
が
言
っ
た
、『
明
道
（
程
顥
）
先
生
に
、《
道

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
》
と
問
う
人
が
い
た
。
明
道
先
生
は
言
っ
た
、《〔
道
は
〕
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
朋
友
・
夫
婦
に
求
め
よ
》
と
。（
先

生
曰
、「
有
人
問
明
道
先
生
、『
如
何
是
道
』。
明
道
先
生
曰
、『
於
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
朋
友
・
夫
婦
上
求
』）」（p.432

）
と
あ
る
。
な
お
『
孟
子
』

滕
文
公
上
篇
に
、「
父
子
親
（
親
愛
）
有
り
、
君
臣
義
（
道
義
）
有
り
、
夫
婦
別
（
区
別
）
有
り
、
長
幼
序
（
順
序
）
有
り
、
朋
友
信
（
信
頼
）
有
り

（
父
子
有
親
、
君
臣
有
義
、
夫
婦
有
別
、
長
幼
有
序
、
朋
友
有
信
）」
と
あ
り
、
親
・
義
・
別
・
序
・
信
を
合
わ
せ
て
五
倫
と
い
う
。
倫
は
両
者
の
間

に
成
り
立
つ
道
徳
的
な
人
間
関
係
を
意
味
し
、
朋
友
の
み
が
横
の
関
係
で
あ
る
。『
中
庸
』
章
句
本
第
二
〇
章
で
は
「
君
臣
な
り
、
父
子
な
り
、
夫
婦

な
り
、
昆あ
に
弟
な
り
、
朋
友
の
交ま
じ
わ
り
な
り
（
君
臣
也
、
父
子
也
、
夫
婦
也
、
昆
弟
也
、
朋
友
交
也
）」
と
あ
る
。
こ
の
君
臣
と
父
子
と
の
先
後
関
係
の

違
い
に
つ
い
て
は
、
宇
野
哲
人
『
中
庸
』（
講
談
社
学
術
文
庫
595
、
一
九
八
三
年
）
に
、「
但た
だ
し
『
中
庸
』
に
は
君
臣
、
父
子
と
い
い
、
孟
子
は
父
子
、

君
臣
と
い
う
。････

子
思
は
孔
子
尊
王
の
大
義
を
遵
奉
す
る
が
故
に
君
臣
を
第
一
と
し
、
孟
子
は
や
や
民
本
的
傾
向
を
帯
び
た
学
者
な
る
が
故
に
父

子
を
先
と
し
た
こ
と
は
争
う
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」（p.122

）
と
あ
る
の
が
、
ひ
と
つ
の
参
考
に
な
る
。

（
３
）	

多
少
＝
「
多
少
」
の
用
例
は
『
河
南
程
氏
遺
書
』
に
頻
出
す
る
が
、
意
味
が
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、
本
条
も
そ
の
解
釈
が
微
妙
に
分
か
れ
る
。

字
書
的
な
意
味
と
し
て
は
、『
中
国
語
』
に
「［
多
少
］duō shǎo

［名］
（
数
量
）
多
少
。
□転
1）
い
く
ら
か
で
も
。
多
か
れ
少
な
か
れ
。
2）
（
多
く
，～

有
点
儿
‘
と
な
り
）
い
く
ら
か
。
い
さ
さ
か
。
少
し
ば
か
り
。［
多
少
］dūo shao

［代］
①
幾
つ
。
ど
の
く
ら
い
。
②
不
定
数
を
示
す
。
ど
れ
だ
け
か
。

［副］
○方
＝
多
么
、
○呉
、
又
○白
。

［形］
○白
多
い
。
多
く
の
」（p.808

）
と
あ
る
の
が
、
き
わ
め
て
参
考
に
な
る
。
本
条
で
は
、「
不
尽
分
処
」
に
か
か
る
形

容
詞
と
解
し
て
、「
多
く
の
」
と
口
語
訳
し
た
。
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
上
（p.32
）
で
は
、「
明
道
先
生
曰
く
、
天
地
物
を
生
ず
、
各
お
の
足
ら
ざ
る

の
理
無
し
。
常
に
思
え
ら
く
、
天
下
の
君
臣
父
子
兄
弟
夫
婦
、
多
少
分ぶ
ん
を
尽
く
さ
ざ
る
処
あ
ら
ん
」
と
訓
読
し
、「
天
地
が
万
物
を
創
造
す
る
の
に
、

何
物
に
も
理
を
賦
与
し
て
不
足
は
な
い
。
し
か
し
、
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
の
間
が
ら
を
み
る
と
、
そ
の
本
分
を
尽
く
し
て
い
な
い
場
合
が
多

少
あ
る
」
と
口
語
訳
し
て
い
る
。「
多
少
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
」
と
注
記
し
て
い
る
。
市
川
氏
『
近
思
録
』（p.23

）
で
は
、「
多
少
」
に
注
記
が
な



— 68 —

い
た
め
、「
多
か
れ
少
な
か
れ
」
な
の
か
、「
少
し
ば
か
り
」
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
本
条
の
「
多
少
」
は
疑
問
の
意
に
解
し
て
、「
常
に
思
う
、
天
下

の
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
夫
婦
に
、
多ど
れ
だ
け少
の
分
を
尽
く
さ
ざ
る
処
有
る
か
」
と
訓
読
し
、「
い
つ
も
考
え
て
い
る
の
は
、
世
の
な
か
の
君
臣
・
父
子
・

兄
弟
・
夫
婦
に
、
本
分
を
尽
く
さ
な
い
場
合
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
だ
」
と
口
語
訳
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
た
と
え
疑
問
形
で
訓
読
し
て
も
、
結
局

の
と
こ
ろ
「
多
く
の
本
分
を
尽
く
さ
な
い
場
合
が
あ
る
」
と
い
う
主
旨
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
沢
田
希
（
生
没
年
不
詳
。
名
は
希ま
れ
と
よ
む
か
。

字
は
織
部
、
丹
波
園
部
の
人
）
の
『
近
思
録
説
畧
』（
享
保
五
年
［
一
七
二
〇
］
刊
本
。
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
三
編
所
収
、
京
都
・
中
文
出
版
社
）

に
、「
多
少
は
多
い
こ
と
で
あ
る
（
多
少
、
多
也
）」（p.122

）
と
い
う
字
訓
を
附
し
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。

（
４
）	

分
＝
「
分
」
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
森
三
樹
三
郎
『「
名
」
と
「
恥
」
の
文
化
』（
講
談
社
学
術
文
庫
1740
、
二
〇
〇
五
年
）
に
、「『
論
語
』
に
『
君

君
た
り
、
臣
臣
た
り
、
父
父
た
り
、
子
子
た
り
』
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
（
顔
淵
篇
）。
こ
の
場
合
、
君
と
い
う
名
に
対
し
て
は
君
と
し
て
の

分
が
あ
り
、
臣
と
い
う
名
に
対
し
て
は
臣
と
し
て
の
分
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
名
分
の
思
想
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
分ぶ
ん
と
は
何
か
。『
分
け
ま
え
』

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
『
割
り
あ
て
』
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
臣
と
い
う
名
が
つ
く
以
上
、
臣
と
し
て
の
『
分
け
ま
え
』『
割
り
あ

て
』
で
あ
る
忠
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
子
と
い
う
名
の
あ
る
と
こ
ろ
、
そ
の
分
け
ま
え
で
あ
る
孝
が
つ
き
ま
と
う
」（
名
と
実

－

名
分
の
思
想
、p.39

）

と
あ
る
の
が
わ
か
り
や
す
い
。
本
条
と
内
容
が
重
な
る
も
の
と
し
て
、「
父
子
や
君
臣
［
の
関
係
］
は
世
の
な
か
の
一
定
不
変
の
道
理
で
あ
っ
て
、
天

地
の
間
ど
こ
に
あ
っ
て
も
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
本
分
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
、
私
心
が
な
け
れ
ば
、
ひ
と
つ
の

道
義
に
は
ず
れ
た
こ
と
を
行
い
、
ひ
と
り
の
罪
な
き
も
の
を
殺
し
た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て
し
な
い
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
も
私
心
が
あ
れ
ば
、
王
者

の
事し
ご
と業
（
天
下
が
乱
れ
な
い
こ
と
）
で
は
な
く
な
る
（
父
子
君
臣
、
天
下
之
定
理
、
無
所
逃
於
天
地
之
間
。
安
得
天
分
、
不
有
私
心
、
則
往
一
不
義
、

殺
一
不
辜
、
有
所
不
為
。
有
分
毫
私
便
不
是
王
者
事
）」（
底
本
・
巻
第
五
・
二
先
生
語
五
・
一
〇
条
、p.77

）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

※
本
条
で
は
「
分
」
を
先
天
的
に
与
え
ら
れ
た
本
分
、
す
な
わ
ち
「
天
分
」
の
意
に
解
し
た
。「
名
分
」
の
意
に
解
す
る
と
、
後
天
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

る
身
分
・
職
分
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
熹
は
「
理
」
を
二
重
構
造
的
に
と
ら
え
て
、
実
践
的
な
場
面
に
お
け
る
規
範
と
し
て

の
名
分
（
親し
ん
・
義
・
別
・
序
・
信
の
五
倫
、
す
な
わ
ち
所
当
然
の
則の
り
）
と
、
そ
の
規
範
が
成
立
す
る
根
源
的
な
道
理
と
し
て
の
天
分
（
仁
・
義
・
礼
・

智
・
信
の
五
常
、
す
な
わ
ち
所
以
然
の
故ゆ
え
）
の
二
段
階
に
分
け
て
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
程
顥
・
程
頤
の
場
合
、
そ
こ
ま
で
明
確
に
区
別
す
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。�

（
牛
尾　
弘
孝
）
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［
八
］

先
（
（
（

生
常

（
（

（
校

論
「
克
己
復
禮（

（
（

」。
韓
持
國（

（
（

曰
、「
道
上
更
有
甚
克（

（
（

。
莫
錯
否
」。
曰
、「
如
公
之
言
、
只
是
説
道（

（
（

也
。『
克
己
復
禮
』、
乃
所
以
爲

道
也
、
更
無
別
處（

（
（

。『
克
己
復
禮
』
之
爲
道（

（
（

、
亦
何
傷
乎
公
之
所
謂
道
也
。
如
公
之
言
、
卽
是
一

（
（

（
校

人
自
指
其
前
一
物（

（
（

、
曰
『
此
道
也
。
他

本
無
可
克
者

（
（

（
校

』。
若
知
道
與
己
未
嘗
相
離
、
則
若
不
『
克
己
復
禮
』、
何
以
體
道（

（
（

。
道

（
（

（
校

在
己
、
不
是
與
己
各
爲
一
物
、
可
跳
身
而
入（

（1
（

者
也
。

『
克
己
復
禮
』、
非
道
而
何（

（1
（

。
至
如
公
言
、
克
不
是
道
、
亦
是
道
也
。
實
未
嘗
離
得
。
故
曰
『
可
離
非
道（

（1
（

也
』。
理
甚
分
明（

（1
（

」。
又
曰（

（1
（

、「
道

無
真
無
假（

（1
（

」。
曰
、「
既
無
真
、
又
無
假
、
却
是
都
無
物
也
。
到
底（

（1
（

須
是
是
者
爲
真
、
不
是
者
爲
假
、
便
是
道
大
小
大（

（1
（

分
明
」。

【
校
注
】（
校
１
）
常=

和
刻
本
は
「
嘗
」
に
作
る
。（
校
２
）
一
人=

南
宋
本
に
は
「
一
人
」
の
字
無
し
。（
校
３
）
者=

南
宋
本
に
は
「
者
」
の
字
無
し
。

（
校
４
）
道=

南
宋
本
に
は
「
道
」
の
下
に
「
之
」
の
字
有
り
。

　
　
　
　
　
　

＊

先
生
常か

つ

て
「
己
に
克か

ち
て
禮
に
復か

え

る
」
を
論
ぜ
り
。
韓
持
國
曰
く
、「
道
上
に
更
に
甚な

ん

の
克
つ
こ
と
か
有
ら
ん
。
錯あ

や
ま
る
こ
と
莫な

き
や
否い

な

や
」

と
。
曰
く
、「
公
の
言
の
如
き
は
、
只た

だ是
道
を
説
く
の
み
。『
己
に
克
ち
て
禮
に
復
る
』
は
、
乃
ち
道
を
爲な

す
所
以
に
し
て
、
更
に
別
處
無

し
。『
己
に
克
ち
て
禮
に
復
る
』
の
道
爲た

る
は
、
亦
た
何
ぞ
公
の
所い

わ
ゆ
る謂
道
を
傷そ

こ

な
わ
ん
や
。
公
の
言
の
如
き
は
、
卽す

な
わ是
ち
一
人
の
自
ら
其

の
前
の
一
物
を
指さ

し
て
、『
此
れ
道
な
り
。
他そ

れ

は
本も

と

よ
り
克
つ
可
き
者
無
し
』
と
曰
う
。
若も

し
道
と
己
と
は
未
だ
嘗
て
相
い
離
れ
ざ
る
を

知
ら
ば
、
則
ち
『
己
に
克
ち
て
禮
に
復
る
』
に
あ
ら
ざ
る
が
若
き
は
、
何
を
以
て
道
を
體
せ
ん
。
道
は
己
に
在
り
て
、
是
れ
己
と
各

お
の
お
の一
物

と
爲
し
、
身
を
跳
ら
せ
て
入い

る
可
き
者
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。『
己
に
克
ち
て
禮
に
復
る
』
は
、
道
に
非
ず
し
て
何
ぞ
。
公
の
言
の
如
き
に

至
っ
て
は
、
克
つ
こ
と
は
是
れ
道
に
あ
ら
ざ
る
も
、
亦
た
是
れ
道
な
り
。
實
に
未
だ
嘗
て
離
れ
得
ず
。
故
に
『
離
る
可
き
は
道
に
非
ず
』

と
曰
う
。
理
甚
だ
分
明
な
り
」
と
。
又
た
曰
く
、「
道
は
真
も
無
く
假
も
無
し
」
と
。
曰
く
、「
既
に
真
も
無
く
、
又
た
假
も
無
け
れ
ば
、

却か

え是
っ
て
都す

べ

て
物
無
き
な
り
。
到
底
須す

べ
か是
ら
く
是ぜ

な
る
者
を
真
と
爲
し
、
不
是
な
る
者
を
假
と
爲
す
べ
く
し
て
、
便す

な
わ是
ち
道
は
大は

な

は
小
大
だ

分
明
な
り
」
と
。
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＊

〔
明
道
〕
先
生
は
以
前
〔『
論
語
』
の
〕「
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
」
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
韓
持
国
（
韓
維
）
が
言
っ
た
、

「
道
に
つ
い
て
ど
う
し
て
打
ち
勝
つ
こ
と
〔
と
い
う
工
夫
〕
が
必
要
だ
ろ
う
か
。〔
あ
な
た
の
考
え
は
〕
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
。〔
先
生
が
〕
言
っ
た
、「
あ
な
た
の
話
と
な
る
と
、〔
口
先
で
〕
道
を
説
い
て
い
る
だ
け
だ
。『
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
』

こ
と
こ
そ
が
、
道
を
行
う
方
法
で
あ
っ
て
、
全
く
別
の
と
こ
ろ
は
な
い
。『
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
』
こ
と
が
道
で
あ
る
の

は
、
ど
う
し
て
あ
な
た
の
言
う
道
を
そ
こ
な
う
だ
ろ
う
か
。
あ
な
た
の
話
と
な
る
と
、
と
り
も
な
お
さ
ず
一
人
が
自
分
で
目
の
前
の
一
物

を
指
さ
し
て
、『
こ
れ
が
道
で
あ
っ
て
、
道
は
本
来
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
』
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
道
と
自
分
と
が
こ

れ
ま
で
互
い
に
離
れ
た
こ
と
が
な
い
の
を
理
解
す
れ
ば
、『
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
』〔
と
い
う
工
夫
〕
が
な
い
と
、
ど
う
し

て
道
を
体
得
〔
実
現
〕
で
き
よ
う
か
。
道
は
自
分
に
備
わ
っ
て
お
り
、
自
分
と
〔
道
と
を
〕
そ
れ
ぞ
れ
〔
別
の
〕
一
物
と
み
な
し
、
跳
び

あ
が
っ
て
〔
道
の
中
に
〕
飛
び
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。『
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
』
こ
と
が
、
道
そ

の
も
の
な
の
だ
。
あ
な
た
の
話
と
な
る
と
、
打
ち
勝
つ
こ
と
は
〔
工
夫
で
あ
っ
て
〕
道
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
や
は
り
道
〔
で
あ
っ

て
分
け
ら
れ
な
い
も
の
〕
な
の
だ
。
本
当
に
こ
れ
ま
で
〔
自
分
と
道
と
は
〕
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
〔『
中

庸
』
に
〕『
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
は
、
道
で
は
な
い
』
と
言
う
の
だ
。
こ
の
道
理
は
極
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と
。
さ
ら
に

〔
韓
維
が
〕
言
っ
た
、「〔
禅
の
〕
道
に
真ま

こ
と
も
な
く
、
仮

い
つ
わ
りも
な
い
」
と
。〔
明
道
先
生
が
〕
言
っ
た
、「
真
も
な
い
う
え
に
、
さ
ら
に
仮
も
な

け
れ
ば
、
逆
に
事
物
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
結
局
正
し
い
も
の
を
真
と
み
な
し
、
正
し
く
な
い
も
の
を
仮
と
み
な
す
べ
き
で
あ
っ
て
、

ま
さ
に
〔
儒
の
〕
道
は
極
め
て
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　

＊

※
本
条
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
大
系
『
程
明
道
・
程
伊
川
』（p.293

）
に
口
語
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
。

（
１
）	

先
生
常
論
克
己
復
禮
＝
本
条
と
内
容
が
一
部
重
な
る
も
の
が
、
底
本
・
巻
第
二
上
・
一
〇
二
条
に
見
ら
れ
、「
持
国
（
韓
維
）
は
以
前
『
私
心
に
打

ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
』
の
こ
と
を
議
論
し
、
打
ち
勝
つ
こ
と
は
逆
に
〔
工
夫
で
あ
っ
て
〕
道
で
は
な
い
と
考
え
た
。
伯
淳
（
程
顥
）
が
言
っ
た
、

『
打
ち
勝
つ
の
は
、
ま
さ
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が
〔
そ
の
ま
ま
〕
道
な
の
だ
』
と
。
持
国
が
さ
ら
に
言
っ
た
、『
道
は
打
ち
勝
つ
必
要
は
な
い
』
と
。
伯
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淳
が
言
っ
た
、『〔
た
し
か
に
〕
道
は
打
ち
勝
つ
必
要
は
な
い
が
、
持
国
に
〔
あ
て
は
ま
る
〕
事
で
は
な
い
。
聖
人
の
場
合
は
、
打
ち
勝
た
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
何
も
な
い
。
今
や
持
国
は
、
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
、
そ
う
し
て
礼
に
立
ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
』
と
。（
持
国
嘗
論
克
己
復
礼
、
以
謂
克

却
不
是
道
。
伯
淳
言
、『
克
便
克
之
道
』。
持
国
又
言
、『
道
則
不
須
克
』。
伯
淳
言
、『
道
則
不
消
克
、
却
不
是
持
国
事
。
在
聖
人
、
則
無
事
可
克
。
今

日
持
国
、
須
克
得
己
、
然
後
復
礼
』）」（p.28

）
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
本
条
の
「
先
生
」
は
、
明
道
先
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
冒
頭
の

「
先
生
常
」
は
、
和
刻
本
で
は
「
先
生
嘗
」
に
作
っ
て
お
り
、『
輯
略
』
第
一
章
・
第
二
節
（p.10

）
に
収
録
さ
れ
た
本
文
は
「
先
生
嘗
」
に
作
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
「
常
（
つ
ね
日
頃
）」
で
は
な
く
、「
嘗
（
以
前
）」
の
意
に
解
し
た
。

（
２
）	

克
己
復
禮
＝
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
あ
り
、
朱
熹
の
『
論
語
集
註
』（
四
十
八
歳
）、
及
び
朱
熹
が
編
纂
し
た
『
論
語
精
義
』（
四
十
三
歳
）
に
引
用
さ

れ
た
程
顥
・
程
顥
の
語
に
も
と
づ
い
て
口
語
訳
す
る
と
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

	

顔
淵
が
仁
の
こ
と
を
質
問
し
た
。
先
生
が
言
っ
た
、「
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち
返
る
の
が
仁
で
あ
る
。
一い
つ
た
ん日
、
私
心
に
打
ち
勝
っ
て
礼
に
立
ち

返
る
な
ら
ば
、
世
の
中
の
人
々
は
そ
の
仁
を
た
た
え
る
で
あ
ろ
う
。
仁
を
行
う
の
は
自
分
し
だ
い
だ
。
他
人
が
か
か
わ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
。（
顔

淵
問
仁
。
子
曰
、「
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
。
而
由
人
乎
哉
）

（
３
）	

韓
持
國
＝
［
一
］
の
注
（
４
）
参
照
。

（
４
）	

道
上
更
有
甚
克
＝
『
論
語
』
の
本
文
は
、「
己
に
克
ち
て
礼
に
復
る
を
仁
と
為
す
（
克
己
復
礼
為
仁
）」
で
あ
る
が
、
本
条
に
お
い
て
は
「
仁
」
の

字
が
取
り
あ
げ
ら
れ
ず
に
、
一
条
か
ら
引
き
続
き
話
題
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
「
道
」
と
、「
克
己
復
礼
」
の
工
夫
と
の
関
係
を
問
題
に
し
て
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
韓
維
の
言
う
道
は
、
仁
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
禅
の
悟
り
の
境
地
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
程
顥
に
お
い
て
道

は
、『
易
経
』
の
天
地
生
生
の
道
（
底
本
・
巻
第
一
一
・
明
道
先
生
語
一
・
四
二
条
、p.120

）、
五
常
の
な
か
で
も
特
に
仁
（
同
上
・
四
一
条
、p.120

）、

君
臣
・
父
子
・
兄
弟
・
朋
友
・
夫
婦
の
道
（『
外
書
』
巻
第
一
二
、
尹
和
靖
語
・
一
〇
条
、p.432

）
な
ど
で
あ
り
、
本
条
で
は
「
克
己
復
礼
」
そ
の

も
の
が
「
道
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
韓
維
か
ら
す
る
と
、「
道
（
も
し
く
は
道
を
体
得
し
て
い
る
人
）」
が
完
全
自
足
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う

し
て
『
克
己
復
礼
』
の
工
夫
が
必
要
な
の
か
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
そ
の
口
ぶ
り
は
程
顥
に
対
し
て
禅
問
答
を
吹
き
か
け
て
い
る
よ
う
な
、
ま
た

は
揚
げ
足
を
取
る
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
。
程
顥
の
工
夫
が
天
地
の
生
意
と
共
に
あ
る
こ
と
を
極
め
て
詳
細
に
説
明
し
た
も
の
に
、
楠
本
正
継
『
宋

明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
八
五
年
、
四
刷
発
行
）
の
「
第
一
編　

宋
学
の
部　

第
三
章
宋
学
中
期
・
第
四
節　

程
明
道   
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二　

流
動
的
立
場
」（p.88

～112

）
が
あ
り
、
程
顥
の
「
克
己
」
の
工
夫
と
「
道
」
と
が
緊
密
一
体
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
に
、
市
來
津
由
彦

「
韓
維
と
程
顥
―
「
持
国
問
答
」
を
め
ぐ
っ
て
」（［
一
］
の
注
（
４
）
参
照
）
の
「
四
、
程
顥
の
韓
維
批
判
と
そ
の
立
場
」（p.13

～19

）
が
あ
る
。

（
５
）	

如
公
之
言
、
只
是
説
道
也
＝
こ
の
言
葉
と
全
く
同
じ
表
現
が
二
三
条
に
見
ら
れ
、「
先
生
嘗
て
王
介
甫
に
語
り
て
曰
く
、『
公
の
道
を
談
ず
る
こ

と
・
・
・（
先
生
嘗
語
王
介
甫
曰
、「
公
之
談
道
・
・
・
）」（p.5

）、「
介
甫
只た

だ是
道
を
説
い
て
云
う
・
・
・（
介
甫
只
是
説
道
云
・
・
・
）」（p.6

）
と

あ
る
。
す
な
わ
ち
王
安
石
（
一
〇
二
一
～
一
〇
八
六
、
字
は
介
甫
、
号
は
半
山
、
臨
川
の
人
）
は
、
韓
維
と
同
様
に
仏
教
の
知
識
を
相
当
に
有
し
て

い
る
が
、
ど
れ
ほ
ど
実
践
的
に
身
に
つ
い
て
い
る
か
問
題
で
あ
っ
た
。「
道
」
は
説
明
の
対
象
と
し
て
あ
る
も
の
で
は
な
く
、「
克
己
復
礼
」
の
工
夫

に
よ
っ
て
「
道
」
を
実
現
す
べ
き
こ
と
を
程
顥
は
韓
維
に
力
説
し
た
。
そ
れ
と
同
じ
く
二
三
条
に
お
い
て
、
仏
塔
の
最
上
層
部
に
あ
る
「
相
輪
」
を

道
に
喩
え
、
王
安
石
は
仏
塔
の
外
か
ら
相
輪
を
眺
め
あ
れ
こ
れ
説
明
す
る
が
、
程
顥
は
仏
塔
の
中
に
入
り
、
相
輪
の
あ
る
場
所
ま
で
登
っ
て
実
際
に

確
認
す
る
と
い
う
着
実
な
工
夫
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
北
宋
の
知
識
人
は
仏
教
（
特
に
禅
宗
）
に
心
の
救
い
・
安
定
を
求
め
る
が
、「
天
地

の
生
意
と
共
に
あ
る
」
と
い
う
儒
者
の
自
覚
と
「
克
己
復
礼
」
と
い
う
儒
者
の
工
夫
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
程
顥
は
痛
切
に
意
識
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
程
顥
・
程
頤
が
形
成
し
て
い
く
「
道
学
」
と
、
こ
の
二
程
兄
弟
と
同
時
代
の
拮
抗
す
る
王
安
石
の
学
問
「
王
学
」
と
の
類
似
・
相
違
に
つ

い
て
は
、
土
田
健
次
郎
『
道
学
の
形
成
』（
創
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
「
第
六
章　

対
立
者
の
思
想　

第
一
節　

王
安
石
に
お
け
る
学
の
構
造　

六

　

王
学
と
道
学
」（p.347

～352

）
を
参
照
。

（
６
）	

克
己
復
禮
・
・
・
・
更
無
別
處
＝
『
論
語
』
顔
淵
篇
冒
頭
の
、
顔
淵
（
名
は
回
、
字
は
子
淵
）
が
孔
子
に
仁
を
実
践
す
る
方
法
を
問
い
、
更
に
そ

の
た
め
の
具
体
的
な
条
件
を
聞
き
出
し
た
こ
の
章
は
、
朱
熹
が
「
こ
の
章
の
問
答
は
（
孔
子
が
弟
子
に
）
伝
授
し
た
心
（
を
修
養
す
る
た
め
）
の
方

法
で
あ
り
、
肝
か
ん
じ
ん
か
な
め

心
要
の
言
葉
で
あ
る
（
此
章
問
答
、
乃
伝
授
心
法
、
切
要
之
言
）」（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
六
冊
・『
論
語
集
注
』p.168

）
と
強

調
し
て
い
る
よ
う
に
、
北
宋
の
程
子
学
派
か
ら
南
宋
の
朱
子
学
派
へ
と
継
承
さ
れ
た
「
伝
授
の
心
法
、
切
要
の
言
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
克
己
復
礼
」

以
外
は
「
別
処
無
し
」
と
さ
れ
る
修
養
の
あ
り
方
を
指
し
示
す
も
の
で
あ
る
。

（
７
）	

克
己
復
禮
之
爲
道
＝
程
顥
の
考
え
で
は
、
本
来
「
克
己
復
礼
」
の
工
夫
と
天
地
生
生
の
「
道
」（
す
な
わ
ち
仁
）
と
は
一
体
で
あ
る
が
、
現
実
的
に

は
「
己
（
私
心
・
私
欲
）」
が
あ
る
以
上
、「
克
己
復
礼
」
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
仁
の
「
道
」
を
実
際
の
も
の
と
し
て
体
得
〔
実
現
〕
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
反
し
て
弟
の
程
頤
は
兄
の
よ
う
に
初
め
か
ら
一
体
観
を
打
ち
出
す
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
る
。「
ぜ
ひ
と
も
私
心
に
と
こ
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と
ん
打
ち
勝
っ
て
、
す
べ
て
礼
に
立
ち
返
ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
そ
う
し
て
始
め
て
仁
で
あ
る
の
だ
（
須
是
克
尽
己
私
、
皆
帰
於
礼
、
方
始
是
仁
）」

（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
六
冊
・『
論
語
集
注
』p.167

）
と
あ
る
よ
う
に
、
本
心
の
徳
で
あ
る
仁
を
蔽
う
私
心
を
克
服
し
尽
く
し
、
す
べ
て
に
お
い

て
礼
に
立
ち
返
る
と
い
う
工
夫
を
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
仁
の
道
が
広
く
ゆ
き
わ
た
る
と
し
て
い
る
。
程
頤
は
己
（
私
心
）
と
礼

（
天
理
）
と
を
対
比
さ
せ
、
禁
欲
的
な
工
夫
を
主
張
す
る
が
、
程
顥
に
は
そ
れ
ほ
ど
の
緊
迫
感
は
な
く
、「
決
し
て
工
夫
に
束
縛
さ
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
極
め
て
自
然
で
あ
っ
た
」（
注
（
４
）
既
出
、
楠
本
正
継
『
宋
明
時
代
儒
学
思
想
の
研
究
』、p.103

）
と
い
う
指
摘
は
、
極
め
て
傾
聴
に
値
す
る
。

（
８
）	

自
指
其
前
一
物
＝
韓
維
が
「
道
は
こ
ん
な
も
の
で
、
ど
こ
に
で
も
あ
る
」
と
、
口
先
だ
け
で
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
言
っ
た
も
の
。

（
９
）	

若
不
克
己
復
禮
、
何
以
體
道
＝
注
（
７
）
参
照
。

（
10
）	

可
跳
身
而
入
者
＝
道
は
自
分
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
道
と
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
の
表
現
。

（
11
）	

克
己
復
禮
、
非
道
而
何
＝
注
（
４
）、（
７
）
参
照
。

（
12
）	

可
離
非
道
＝
『
中
庸
』
章
句
本
第
一
章
に
、「
道
な
る
者
は
、
須
臾
も
離
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
離
る
可
き
は
道
に
非
ざ
る
な
り
（
道
也
者
不
可
須

臾
離
也
。
可
離
非
道
也
）」
と
あ
る
。

（
13
）	

分
明
＝
「
明
白
」
に
同
じ
。『
中
国
語
』
に
「［
形
］
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
て
い
る
。
明
ら
か
で
あ
る
」（p.917

）
と
あ
る
。

（
14
）	

又
曰
、「
道
無
真
無
假
・
・
・
・
大
小
大
分
明
」
＝
『
粋
言
』
巻
第
一
・
論
道
篇
・
二
一
条
（p.1171

）
に
文
語
化
さ
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
語

類
』
巻
第
一
三
〇
・「
本
朝
四
」
五
一
条
（p.3106

）
に
も
採
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）	

道
無
真
無
假
＝
出
典
が
あ
る
の
か
ど
う
か
未
詳
。「
道
」
は
仏
道
（
と
り
わ
け
禅
宗
）
を
指
し
て
い
る
と
解
し
、『
中
村
』
の
「
仮
」
の
説
明
に

「［
解
説
］
仮
と
は
一
般
に
真
や
実
な
ど
に
対
し
て
、
実
体
の
な
い
こ
と
を
さ
し
、
虚
妄
不
実
と
い
う
」（p.297

）
と
あ
る
の
を
参
考
に
し
、「
真
」
は

真
実
（
ま
こ
と
）、「
仮
」
は
虚こ

け仮
（
い
つ
わ
り
）
の
意
に
解
し
た
。
な
お
「
視
聴
・
思
慮
・
動
作
は
す
べ
て
天
（
自
然
の
ま
ま
）
で
あ
る
。
人
は

天
［
地
の
生
意
］
の
な
か
に
お
い
て
真
実
と
虚
妄
と
を
見
分
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
け
だ
（
視
聴
・
思
慮
・
動
作
皆
天
也
。
人
但
於
其
中
要
識
得

真
与
妄
爾
）」（
底
本
・
巻
第
一
一
・
一
五
五
条
、p.131

）
と
程
顥
が
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
条
の
「
仮
」
は
「
妄
」
の
こ
と
で
あ

り
、
韓
維
は
仏
教
の
如
来
蔵
縁
起
説
に
も
と
づ
く
「
真
妄
一
体
論
」
を
念
頭
に
お
い
て
「
道
は
真
も
無
く
仮
も
無
し
」
と
発
言
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
な
れ
ば
韓
維
は
真
妄
一
体
、
更
に
言
え
ば
真
妄
の
対
比
を
超
越
し
た
融
通
無
碍
の
境
地
を
主
張
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
発
言
は
一
条
に
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お
い
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
『
楞
厳
経
』
の
「
幻
妄
論
」
と
関
係
し
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
一
条
の
注
（
６
）
に
引
用
し
た
「
韓
侍
郎

（
韓
維
）
が
言
っ
た
、『
そ
も
そ
も
人
の
視
聴
言
動
が
幻
妄
で
あ
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
の
は
、
要
す
る
に
性
が
不
善
だ
か
ら
な
の
だ
』
と
。（
韓
侍

郎
曰
、『
凡
人
視
聴
言
動
、
不
免
幻
妄
者
、
蓋
性
之
不
善
也
』）」（『
粋
言
』
巻
第
二
・
心
性
篇
・
一
七
条
、p.1254

）
と
い
う
韓
維
の
発
言
は
、
明
ら

か
に
一
五
五
条
の
「
視
聴
・
思
慮
・
動
作
は
す
べ
て
天
（
自
然
の
ま
ま
）
で
あ
る
」
と
い
う
程
顥
の
言
葉
と
相
い
対
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
儒
教

の
性
善
論
と
仏
教
の
真
妄
一
体
論
（
一
切
の
諸
法
は
唯
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
）
の
区
別
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
っ
て
く
る
の
は
明
代
の
陽
明
学
出
現

ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
に
、
荒
木
見
悟
『
仏
教
と
陽
明
学
』（
第
三
文
明
社
、
レ
グ
レ
ス
文
庫

116
、
一
九
七
九
年
）
の
「
第
十
四
章　

楞
厳
経
の
流
行
」
が
あ
る
。

（
16
）	

到
底
＝
『
漢
辞
海
』
に
、「
①
行
き
ど
ま
り
ま
で
届
く
。
徹
底
。
②
始
終
。
は
じ
め
か
ら
お
わ
り
ま
で
。
③
つ
ま
り
。
結
局
」（p.169

）
と
あ
り
、

③
の
意
に
従
っ
た
。

（
17
）	

大
小
大
＝
こ
こ
で
は
和
刻
本
が
「
大
小
大
タ
（
は
な
は
だ
）」（P.95

）
と
訓
読
し
て
い
る
の
に
従
っ
て
口
語
訳
し
た
。
中
純
夫
編
『
朱
子
語
類
』

訳
注
巻
一
五
（
汲
古
書
院
）
の
四
六
条
の
注
（
３
）
に
『
詩
詞
曲
語
辞
匯
釈
』
を
引
用
し
て
、「『
大
小
大
』『
大
小
』
は
『
こ
ん
な
に
』『
あ
ん
な
に
』

の
意
。『
大
小
大
』
は
『
こ
ん
な
に
多
く
の
』『
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
』『
非
常
に
大
き
な
』
の
意
」（p.87

）
と
あ
る
。
な
お
『
中
国
語
』
に
「
大
小
大
」

に
つ
い
て
「［
副
］
○白
い
か
ば
か
り
。
な
ん
と
＝
多
么
」（p.597

）
と
あ
り
、
そ
れ
に
従
う
と
こ
の
箇
所
は
、「
道
は
な
ん
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
（
道
は
大な

ん

と
小
大
分
明
な
る
）」
と
い
う
感
嘆
文
に
な
る
。

※�

本
条
は
『
論
語
精
義
』
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
は
「
明
道
先
生
嘗
」（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
七
冊
・『
論
語
精
義
』、p.410

）
に
作
っ

て
い
る
。�

（
牛
尾　
弘
孝
）

［
九
］

古
人
見
道
分
明（

（
（

。
故
曰
、「
吾
斯
之
未
能
信（

（
（

」、「
從
事
於
斯（

（
（

」、「
無
是
餒
也（

（
（

」、「
立
之
斯
立（

（
（

」。

　
　
　
　
　
　

＊

古
人
道
を
見
る
こ
と
分
明
な
り
。
故
に
曰
く
、「
吾
れ
斯こ

れ
を
之こ

れ
未
だ
信
ず
る
こ
と
能あ

た

わ
ず
」、「
斯こ

こ

に
從
事
せ
り
」、「
是こ

れ
無
け
れ
ば
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餒う

う
る
な
り
」、「
之
れ
を
立
つ
れ
ば
斯こ

こ

に
立
つ
」
と
。

　
　
　
　
　
　

＊

昔
の
人
は
〔
物
事
の
〕
道
理
が
は
っ
き
り
と
分
か
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
〔
次
の
よ
う
に
〕
言
っ
て
い
る
、「
私
（
漆し

つ
ち
よ
う
か
い

雕
開
）
は
学
問
に
ま

だ
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
」、「〔
顔
回
は
五
つ
の
事
に
〕
勉つ

と

め
た
」、「
道
義
が
無
け
れ
ば
〔
浩
然
の
気
は
〕
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
」、「
人
民
の

生
活
を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
成
り
立
つ
よ
う
に
な
る
」
と
。

　
　
　
　
　
　

＊

（
１
）	

分
明
＝
［
八
］
の
注
（
13
）
参
照
。

（
２
）	

古
人
見
道
分
明
。
故
曰
、「
吾
斯
之
未
能
信
」
＝
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
、「
孔
子
が
漆
雕
開
を
仕
官
〔
さ
せ
て
人
を
治
め
〕
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

対こ
た
え
て
言
っ
た
、『
私
は
そ
の
こ
と
に
自
信
が
持
て
ま
せ
ん
〔
の
で
、
人
を
治
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
〕』
と
。
孔
子
は
〔
そ
の
篤
実
な
志
を
〕
説よ
ろ
こ

ん
だ
（
子
使
漆
雕
開
仕
。
対
曰
、「
吾
斯
之
未
能
信
」。
子
説
）」
と
あ
る
。
朱
熹
は
本
条
を
引
用
し
て
、「
古
人
道
を
見
る
こ
と
分
明
な
り
。
故
に
其

の
言
此か
く
の
如
し
（
古
人
見
道
分
明
。
故
其
言
如
此
）」（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
六
冊
・『
論
語
集
注
』p.101

）
と
あ
る
よ
う
に
後
半
の
字
句
を
書

き
換
え
て
い
る
。
な
お
朱
熹
は
「
斯
」
が
「
理
」
を
指
す
と
し
て
い
る
が
、
程
頤
は
、「〔
漆
雕
開
は
〕
自
分
の
学
問
に
自
信
が
持
て
る
よ
う
に
な
り

た
い
と
対こ
た
え
た
。
信
ず
る
と
は
自
得
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
先
生
は
そ
の
篤
実
な
志
を
説よ
ろ
こん
だ
（
対
以
己
学
且
至
能
信
。
信
謂
自
得
。
故

夫
子
説
其
篤
志
）」（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
七
冊
・『
論
語
精
義
』p.170

）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
斯
」
は
「
学
」
を
指
す
と
し
て
い
る
。

程
顥
の
場
合
は
明
確
で
は
な
い
が
、
程
頤
と
同
じ
か
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）	

從
事
於
斯
＝
『
論
語
』
泰
伯
篇
に
、「
曽
子
（
曽
参し
ん

）
が
言
っ
た
、「
才
能
が
有
っ
て
も
無
い
人
に
質
問
し
、〔
知
識
が
〕
多
く
て
も
少
な
い
人
に
質

問
し
、〔
余
る
ほ
ど
〕
有
っ
て
も
無
い
よ
う
に
〔
思
っ
て
誇
っ
た
り
せ
ず
〕、
充
実
し
て
い
て
も
謙
虚
に
し
て
〔
人
を
受
け
入
れ
〕、
ひ
ど
い
こ
と
を
さ

れ
て
も
争
っ
た
り
し
な
い
。
む
か
し
私
の
友
（
顔
回
）
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
勉つ
と
め
た
（
曽
子
曰
、「
以
能
問
於
不
能
、
以
多
問
於
寡
、
有
若
無
、
実

若
虚
、
犯
而
不
校
、
昔
者
吾
友
嘗
從
事
於
斯
矣
」）
と
あ
る
。『
論
語
精
義
』（『
朱
子
全
書　

修
訂
本
』
第
七
冊
所
収
）
に
あ
る
程
頤
・
范
祖
禹
・
謝

良
佐
等
の
語
に
よ
っ
て
口
語
訳
し
た
。

（
４
）	

無
是
餒
也
＝
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
、「
そ
の
〔
浩
然
の
〕
気
は
道
義
と
一
緒
に
な
っ
て
存
在
す
る
。
道
義
が
な
け
れ
ば
〔
浩
然
の
気
は
〕
し
ぼ
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ん
で
し
ま
う
（
其
為
気
也
、
配
義
与
道
。
無
是
餒
也
）」
と
あ
る
。

（
５
）	

立
之
斯
立
＝
『
論
語
』
子
張
篇
に
子
貢
（
端た
ん
ぼ
く
し

木
賜
）
が
孔
子
の
偉
大
さ
に
つ
い
て
、「
先
生
が
も
し
国
家
を
治
め
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る

『
人
民
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
す
れ
ば
成
り
立
つ
よ
う
に
な
り
、
指
導
し
よ
う
と
す
れ
ば
つ
い
て
行
き
、
安
心
さ
せ
れ
ば
慕
っ
て
来
る
よ
う
に

な
り
、
鼓こ

ぶ舞
す
れ
ば
感
化
さ
れ
て
仲
良
く
な
り
、〔
孔
子
が
〕
生
き
て
い
る
時
は
尊
敬
を
受
け
、
死
ん
だ
時
は
人
々
が
悲
し
む
』
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う

（
夫
子
之
得
邦
家
者
、
所
謂
『
立
之
斯
立
、
道
之
斯
行
、
綏
之
斯
来
、
動
之
斯
和
、
其
生
也
栄
、
其
死
也
哀
』）」
と
述
べ
て
い
る
。�

（
牛
尾　
弘
孝
）

［
一
〇
］

佛
學
［
一
作
氏

（
（

（
校

］、
只
是
以
生
死
恐
動
人（

（
（

。
可
怪
二
千
年
來
、
無
一
人
覺
。
此
是
被
他
恐
動
也
。
聖
賢
以
生
死
為
本
分
事
、
無
可
懼
。
故

不
論
死
生（

（
（

。
佛
之
學
爲
怕
死
生
、
故
只
管
説
不
休
。
下
俗
之
人
固
多
懼
、
易
以
利
動
。
至
如
禪
學
者
、
雖
自
曰
異
此
、
然
要
之
只
是
此
箇（

（
（

意
見
、
皆
利
心
也
。
龥（

（
（

曰
、「
此
學
、
不
知
是

（
（

（
校

本
來
以
公
心
求
之
、
後
有
此
蔽
、
或

（
（

（
校

本
只
以
利
心
上
得
之
」。
曰
、「
本
是
利
心
上
得
來
。

故
學
者
亦
以
利
心
信
之
。
莊
生
云
『
不
怛
化（

（
（

』
者
、
意
亦
如
此
也
。
如
楊
・
墨
之
害（

（
（

、
在
今
世
則
已
無
之
。
如
道
家
之
説
、
其
害
終
小
。

惟
佛
學
、
今
則
人
人
談
之
、
瀰
漫
滔
天
、
其
害
無
涯
。
舊

（
（

（
校

嘗
問
學
佛
者
、『《
傳
燈
録（

（
（

》
幾
人
』、
云
『
千
七
百
人
』。
某
曰

（
（

（
校

、『
敢
道
、
此

千
七
百
人
無
一
人
達
者
。
果
有
一
人
見
得
聖
人
《
朝
聞
道
、
夕
聞
死
可
矣（

（
（

》
與
曾
子
易
簀（

（
（

之
理
、
臨
死
須
尋
一
尺
布
帛
裹
頭
而
死
、
必
不

肯
削
髪
胡
服
而
終（

（1
（

。
是
誠
無
一
人
達
者
』。
禪
者
曰
、『
此
迹
也
。
何
不
論
其
心
』。
曰
、『
心
迹
一
也（

（1
（

。
豈
有
迹
非
而
心
是
者
也

（
（

（
校

。
正
如

兩
脚
方
行
、
指
其
心
、
曰
《
我
本
不
欲
行
、
他

（
（

（
校

兩
脚
自
行
》。
豈
有
此
理
。
蓋
上
下
・
本
末
・
内
外
、
都
是
一
理
也
、
方
是
道
。
莊
子
曰

《
遊
方
之
内
、
遊
方
之
外（

（1
（

》
者
、
方
何
嘗
有
内
外
。
如
此
、
則
是
道
有
隔
斷
、
内
面
是
一
處
、
外
面
又
別
是
一
處
。
豈
有
此
理
』。
學
禪
者

曰
、『
草
木
鳥
獣
之
生
、
亦
皆
是
幻（

（1
（

』。
曰
、『
子
以
爲
生
息
於
春
夏
、
及
至
秋
冬
便
却
變
壞
、
便
以
爲
幻
。
故
亦
以
人
生
爲
幻
。
何
不
付

與
他（

（1
（

。
物
生
死
成
壞
、
自
有
此
理
、
何
者
爲
幻
』」。

【
校
注
】（
校
１
）
一
作
氏
＝
南
宋
本
に
は
割
注
の
「
一
作
氏
」
の
三
字
無
し
。（
校
２
）
不
知
是
＝
南
宋
本
に
は
「
不
知
是
」
の
三
字
無
し
。（
校
３
）
＝
南

宋
本
に
は
「
或
」
の
字
無
し
。（
校
４
）
舊
＝
南
宋
本
に
は
「
舊
」
の
字
無
し
。（
校
５
）
曰
＝
南
宋
本
に
は
「
曰
」
の
字
無
し
。（
校
６
）
也
＝
南
宋
本
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に
は
「
也
」
の
字
無
し
。（
校
７
）
他
＝
南
宋
本
は
「
也
」
に
作
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

佛
學
［
一
に
氏
に
作
る
］
は
、
只た

だ是
生
死
を
以
て
人
を
恐
動
す
。
怪
し
む
可
し
、
二
千
年
來
、
一
人
と
し
て
覺
る
無
し
と
は
。
此
れ
は
是
れ

他
に
恐
動
せ
ら
る
れ
ば
な
り
。
聖
賢
は
生
死
を
以
て
本
分
の
事
と
爲
し
、
懼
る
可
き
無
し
。
故
に
生
死
を
論
ぜ
ず
。
佛
の
學
は
死
生
を
怕

る
る
が
爲
に
、
故
に
只ひ

た
す
ら管
説
き
て
休や

ま
ざ
る
の
み
。
下
俗
の
人
は
固
よ
り
懼
る
る
こ
と
多
け
れ
ば
、
利
を
以
て
動
か
し
易
し
。
禪
學
者
の

如
き
に
至
っ
て
は
、
自
ら
此
れ
に
異
な
り
と
曰
う
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
要よ

う之
す
る
に
只た

だ是
此こ箇
の
意
見
に
し
て
、
皆
な
利
心
な
る
の
み
。

龥や
く

曰
く
、「
此
の
學
は
、
知
ら
ず
、
是
れ
本
來
公
心
を
以
て
之
れ
を
求
む
る
も
、
後
に
此
の
弊
有
る
か
、
或
い
は
本
よ
り
只
だ
利
心
の
上

を
以
て
之
れ
を
得
る
の
み
か
」
と
。
曰
く
、「
本も

と是
よ
り
利
心
の
上
よ
り
得
來
れ
り
。
故
に
學
ぶ
者
も
亦
た
利
心
を
以
て
之
れ
を
信
ず
。

莊
生
の
『
化
を
怛お

ど
ろ
か
さ
ず
』
と
云
う
者は

、
意
も
亦
た
此
く
の
如
き
な
り
。
楊
・
墨
の
害
の
如
き
、
今
の
世
に
在
り
て
は
則
ち
已
に
之
れ

無
し
。
道
家
の
説
の
如
き
、
其
の
害
終
に
小
さ
し
。
惟
だ
佛
學
の
み
、
今
は
則
ち
人
人
之
れ
を
談
じ
、
瀰び

ま
ん
と
う
て
ん

漫
滔
天
、
其
の
害
涯か

ぎ

り
無
し
。

舊か

つ嘗
て
佛
を
學
ぶ
者
に
、『《
傳
燈
録
》
に
は
幾
人
ぞ
』
と
問
う
に
、『
千
七
百
人
』
と
云
う
。
某

そ
れ
が
し曰
く
、『
敢
え
て
道い

わ
ん
、
此
の
千
七
百

人
に
一
人
と
し
て
達
す
る
者
無
し
。
果も

し
、
一
人
の
、
聖
人
の
《
朝あ

し
た
に
道
を
聞
か
ば
、
夕
べ
に
死
す
と
も
可
な
り
》
と
曾
子
の
簀さ

く

を
易か

う

る
と
の
理
を
見
得
る
有
ら
ば
、
死
に
臨
ん
で
須
ら
く
一
尺
の
布
帛
を
尋
ね
て
頭
を
裹つ

つ

み
て
死
す
べ
く
、
必
ず
髪
を
削
り
胡
服
し
て
終
わ
る

を
肯が

え

ん
ぜ
じ
。
是
れ
誠
に
一
人
と
し
て
達
す
る
者
無
き
な
り
』
と
。
禪
者
曰
く
、『
此
れ
迹あ

と

な
り
。
何
ぞ
其
の
心
を
論
ぜ
ざ
る
』
と
。
曰

く
、『
心
と
迹
と
一
な
り
。
豈
に
迹
は
非
に
し
て
心
は
是ぜ

な
る
者
有
ら
ん
や
。
正
に
兩
脚
の
方ま

さ

に
行
か
ん
と
す
る
に
、
其
の
心
を
指
し
て
、

《
我
本
よ
り
行
く
を
欲
せ
ざ
る
に
、
他
の
兩
脚
自み

ず
か
ら
行
く
な
り
》
と
曰
わ
ん
が
如
し
。
豈
に
此
の
理
有
ら
ん
や
。
蓋
し
上
下
・
本
末
・
内

外
は
、
都す

べ是
て
一
理
に
し
て
、
方
に
是
れ
道
な
り
。
莊
子
の
《
方ほ

う

の
内
に
遊
び
、
方
の
外
に
遊
ぶ
》
と
曰
う
者は

、
方ほ

う

に
何
ぞ
嘗
て
内
外
有

ら
ん
。
此
く
の
如
け
れ
ば
、
則
ち
是
れ
道
に
隔
斷
有
り
て
、
内
面
は
是
れ
一
處
に
し
て
、
外
面
も
又
た
別
に
是
れ
一
處
な
り
。
豈
に
此
の

理
有
ら
ん
や
』
と
。
禅
を
學
ぶ
者
曰
く
、『
草
木
鳥
獣
の
生
も
亦
た
皆
な
是
れ
幻
な
り
』
と
。
曰
く
、『
子し

、
春
夏
に
生
息
し
、
秋
冬
に
至

る
に
及
ん
で
は
便
ち
却
っ
て
變
壞
す
と
以お

も爲
い
、
便
ち
以
て
幻
と
爲
す
。
故
に
亦
た
人
の
生
を
以
て
幻
と
爲
す
。
何
ぞ
他
に
付
與
せ
ざ

る
。
物
の
生
死
成
壞
は
、
自

お
の
ず
から
此
の
理
有
り
。
何
者
を
か
幻
と
爲
さ
ん
や
』
と
」
と
。
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＊

仏
学
［
あ
る
版
本
で
は
学
を
氏
に
作
っ
て
い
る
］
は
、
た
だ
生
死
に
よ
っ
て
人
を
お
ど
す
だ
け
で
あ
る
。
お
か
し
な
こ
と
だ
、
二
千
年
来
、
一

人
と
し
て
〔
そ
の
こ
と
を
〕
覚
ら
な
か
っ
た
の
は
。
そ
れ
は
彼
（
＝
仏
学
）
に
〔
生
死
に
よ
っ
て
〕
お
ど
さ
れ
て
き
た
か
ら
だ
。
聖
賢
は

生
死
を
本自

然
な
こ
と分
と
し
、
恐
れ
る
必
要
が
無
か
っ
た
。
だ
か
ら
死
生
に
つ
い
て
論
じ
な
か
っ
た
。
仏
の
学お

し
え
は
死
生
を
恐
れ
る
た
め
に
、
ひ
た
す

ら
〔
死
生
に
つ
い
て
〕
言
い
続
け
る
の
だ
。
低
俗
な
人
は
、
も
と
も
と
〔
死
生
に
つ
い
て
〕
と
て
も
恐
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
利
益
に

よ
っ
て
動
か
し
や
す
い
。
禅
学
者
は
自
分
で
こ
れ
（
＝
生
死
に
よ
っ
て
人
を
恐
れ
さ
せ
る
）
と
は
異
な
る
と
言
っ
て
は
い
る
が
、
し
か
し

要
す
る
に
こ
れ
は
〔
禅
学
者
が
勝
手
に
言
っ
て
い
る
〕
意
見
な
だ
け
で
あ
っ
て
、
み
な
（
＝
仏
教
者
は
）
利
己
的
な
心
〔
に
よ
っ
て
生
死

を
述
べ
て
い
る
だ
け
〕
な
の
だ
。
李
龥
が
言
っ
た
、「
こ
の
（
＝
仏
教
）
学
問
は
、
本
来
公
正
な
心
に
よ
っ
て
こ
れ
（
＝
生
死
の
問
題
）

を
追
求
し
て
い
っ
た
が
、
後
に
こ
の
（
＝
生
死
に
よ
っ
て
人
を
恐
れ
さ
せ
る
）
弊
害
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
利
己
的
な

心
に
よ
っ
て
こ
れ
（
＝
生
死
の
問
題
）
の
解
決
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
」
と
。〔
先
生
が
答
え
て
〕
言
う
、「
本
か
ら
利
己
的

な
心
に
よ
っ
て
、〔
生
死
の
問
題
の
解
決
を
〕
得
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
学
ぶ
者
も
ま
た
利
己
的
な
心
に
よ
っ
て
こ
れ
（
＝
仏
教
）
を
信

じ
る
の
だ
。
荘
生さ

ん

（
＝
荘
子
）
が
『
化
（
＝
死
に
ゆ
く
人
）
を
脅
か
さ
な
い
』
と
言
っ
て
い
る
の
は
、〔
そ
の
〕
意
図
も
そ
の
よ
う
な
も

の
（
＝
利
己
的
な
心
に
よ
る
生
死
の
問
題
の
解
決
）
な
の
だ
。
楊
朱
や
墨
翟
の
〔
誤
っ
た
学
問
に
よ
る
〕
弊
害
は
、
今
の
世
と
な
っ
て
は

す
で
に
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
道
家
の
学
説
は
、
そ
の
弊
害
は
結
局
は
た
い
し
た
こ
と
は
な
い
。
た
だ
仏
学
だ
け
は
現
在
で
も
〔
沢
山

の
〕
人
々
が
こ
れ
（
＝
仏
学
）
に
つ
い
て
語
り
、
み
な
ぎ
り
あ
ふ
れ
て
天
に
届
く
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
弊
害
は
限
り
が
な
い
。
か
つ
て
仏

教
を
学
ぶ
者
に
、『《
伝
灯
録
》〔
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
〕
は
何
人
だ
』
と
問
う
た
と
こ
ろ
、『
千
七
百
人
』
と
答
え
た
。
私
は
言
っ
た
、

『
敢
え
て
い
う
と
、
こ
の
千
七
百
人
の
中
で
悟
っ
た
も
の
は
一
人
も
い
な
い
。
も
し
一
人
で
も
〔
孔
子
の
〕《
朝
に
道
を
聞
い
た
な
ら
ば
、

夕
方
に
死
ん
で
も
ま
あ
よ
い
》〔
と
い
う
語
〕
と
〔『
礼
記
』
の
〕
曽
子
が
簀さ

く

（
寝
台
の
敷
物
）
を
替
え
さ
せ
る
〔
臨
終
の
際
の
故
事
〕
の

道
理
と
を
悟
っ
た
も
の
が
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
臨
終
の
際
に
は
、
一
尺
の
布
帛
を
求
め
て
そ
れ
を
頭
に
巻
い
て
死
ぬ
べ
き
で
あ
り
、
必

ず
敢
え
て
髪
を
剃
っ
て
胡
服
に
着
替
え
て
終
わ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
い
。
こ
れ
は
全
く
一
人
と
し
て
悟
る
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
』

と
。
禅
者
は
言
っ
た
、『
そ
れ
は　
〔
単
な
る
〕
迹形

式

だ
。
ど
う
し
て
心
そ
の
も
の
に
つ
い
て
論
じ
な
い
の
だ
』
と
。〔
私
は
答
え
て
〕
言
っ
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た
、『
心
と
迹
と
は
一
致
す
る
も
の
だ
。
ど
う
し
て
迹
が
間
違
っ
て
い
る
の
に
心
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
ち
ょ
う
ど
両
足

で
歩
き
始
め
よ
う
と
す
る
時
に
、
そ
の
心
を
指
し
て
、《
私
は
本
来
行
こ
う
と
思
っ
て
い
な
い
の
に
、
此
の
両
足
が
勝
手
に
行
く
の
だ
》

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
道
理
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
上
下
・
本
末
・
内
外
は
、
全
て
一
つ
の
理
で
あ

り
、
正
し
く
〔
一
つ
の
〕
道
で
あ
る
。
荘
子
が
《
方世

間

の
内
で
遊
び
、
方
の
外
で
遊
ぶ
》
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
方世

間

に
ど
う
し
て
内
外
が

あ
る
だ
ろ
う
か
。〔
も
し
〕
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
道
に
断
絶
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
内
面
は
こ
こ
、
外
面
は
ま
た
別
の
と
こ
ろ
〔
と
い

う
ふ
う
〕
に
な
る
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
道
理
が
あ
る
だ
ろ
う
か
』
と
。
禅
を
学
ぶ
者
が
言
っ
た
、『
草
木
鳥
獣
の
生
は
、
ま
た
全
て
幻
で

あ
る
』
と
。〔
私
は
〕
言
っ
た
、『
あ
な
た
は
春
夏
に
生
育
し
、
秋
冬
に
な
る
と
〔
形
を
〕
変
え
て
朽
ち
て
い
く
と
考
え
、〔
そ
の
こ
と
で

も
っ
て
草
木
鳥
獣
の
生
は
〕
幻
だ
と
み
な
す
。
だ
か
ら
ま
た
〔
そ
れ
を
敷
衍
し
て
〕
人
の
生
も
幻
と
見
な
す
の
だ
。
ど
う
し
て
〔
天
は
〕

す
べ
て
に
〔
理
を
〕
付
与
し
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
物
の
生
死
や
生
成
消
滅
は
、
も
と
も
と
こ
の
（
＝
生
死
や
生
成
消
滅
）
理
が
あ
る

の
だ
。
い
っ
た
い
な
に
を
幻
と
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
』
と
」
と
。

　
　
　
　
　
　

＊

※
本
条
に
つ
い
て
は
、
朱
子
学
大
系
『
程
明
道
・
程
伊
川
』（p.294

～296

）
に
口
語
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
。

（
１
）	

佛
學･･･

恐
動
人
＝
例
え
ば
、『
欧
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
一
三
九
「
集
古
録
跋
尾
巻
第
六
」
の
「
唐
華
陽
頌
」
に
見
え
る
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
～

一
〇
七
二
、
字
は
永
叔
、
号
は
六
一
居
士
、
諡
は
文
忠
、
吉
州
廬
陵
の
人
。
唐
宋
八
大
家
の
ひ
と
り
。
北
宋
を
代
表
す
る
文
人
・
政
治
家
）
の
次
の

語
を
踏
ま
え
る
。「
仏
教
徒
が
『
無
生
』
と
い
う
の
は
、
死
を
畏
れ
る
〔
余
り
、
説
か
れ
た
〕
論
理
で
あ
る
。
道
教
徒
が
『（
不
老
）
不
死
』
を
い
う

の
は
、
生
に
執
着
す
る
〔
余
り
、
説
か
れ
た
〕
学
説
で
あ
る
。
彼
ら
が
〔
生
に
〕
執
着
し
た
り
、〔
死
を
〕
畏
れ
た
り
す
る
気
持
ち
を
強
く
す
れ
ば
、

万
事
に
無
関
心
に
な
っ
た
り
、
人
の
理
（
＝
ふ
み
行
う
べ
き
道
）
を
絶
つ
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
〔
結
局
〕
手
に
入
れ
ら
れ
な
い
で

終
わ
る
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。
死
生
は
天
地
の
常
理
で
あ
る
。〔
死
を
〕
畏
れ
る
も
の
も
、
か
り
そ
め
に
も
〔
死
を
〕
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、〔
生
に
〕
執
着
す
る
の
も
、
か
り
そ
め
に
も
〔
長
生
を
〕
得
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。〔
ま
さ
に
長
年
〕
積
み
重
ね
て
き
た

〔
死
を
畏
れ
た
り
、
生
に
執
着
し
た
り
す
る
〕
習
慣
が
、
そ
の
よ
う
な
邪
よ
こ
し
まで

で
た
ら
め
な
心
を
生
じ
さ
せ
る
の
だ
（
仏
之
徒
曰
無
生
者
、
是
畏
死
之
論

也
。
老
之
徒
曰
不
死
者
、
是
貪
生
之
説
也
。
彼
其
所
以
貪
畏
之
意
篤
、
則
棄
万
事
、
絶
人
理
而
為
之
。
然
而
終
於
無
所
得
者
何
哉
。
死
生
、
天
地
之
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常
理
。
畏
者
不
可
以
苟
免
、
貪
者
不
可
以
苟
得
也
。
惟
積
習
之
久
者
、
成
其
邪
妄
之
心
）」（
四
部
叢
刊
初
編
本
、p.1102

）。
な
お
程
顥
の
語
に
、「
仏

教
は
も
と
も
と
死
生
〔
の
苦
し
み
〕
を
恐
れ
、〔
自
分
だ
け
解
脱
し
よ
う
と
し
て
〕
利
益
を
は
か
る
。
ど
う
し
て
公
共
の
道
で
あ
ろ
う
か
（
釈
氏
本
怖

死
生
為
利
。
豈
是
公
道
）」（
底
本
・
巻
第
一
三
・
明
道
先
生
語
三
・
七
条
、p.139

）
と
あ
り
、
程
頤
の
語
に
、「
た
と
え
ば
〔
仏
教
で
〕
理り
し
よ
う性
（
＝
不

変
の
本
性
）
と
言
っ
て
い
る
の
も
、
や
は
り
死
生
の
た
め
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
実
状
は
も
と
も
と
死
を
恐
れ
生
を
愛
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

利
〔
を
求
め
る
心
〕
で
あ
る
（
至
如
言
理
性
、
亦
只
是
為
死
生
、
其
情
本
怖
死
愛
生
。
是
利
也
）」（
同
上
・
巻
第
一
五
・
伊
川
先
生
語
一
・
四
八
条
、

p.149

）
と
あ
る
。

（
２
）	

聖
賢
以
生
死
為
本
分
事･･･

故
不
論
死
生
＝
例
え
ば
『
論
語
』
先
進
篇
に
「
季
路
、
鬼き
し
ん神
に
事つ
か
え
ん
こ
と
を
問
う
。
子
曰
く
、『
未
だ
人
に
事
う
る

こ
と
能
わ
ず
、
焉い
ず
く
ん
ぞ
能
く
鬼
に
事
え
ん
』
と
。
曰
く
、『
敢
え
て
死
を
問
う
』
と
。
曰
く
、『
未
だ
生
を
知
ら
ず
、
焉
く
ん
ぞ
死
を
知
ら
ん
』
と
。

（
季
路
問
事
鬼
神
。
子
曰
、「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
」。
曰
、「
敢
問
死
」。
曰
、「
未
知
生
、
焉
知
死
」）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
）	

此
箇
＝
『
中
国
語
』
に
、「『
此
个
』（
代
）
白　

こ
の
。
＝
這
个
」（p.501

）
と
あ
る
。

（
４
）	

龥
＝
李
龥
の
こ
と
。［
一
］
の
注
（
１
）
参
照
。

（
５
）	

荘
生
云
『
不
怛
化
』
者
＝
荘
生
は
荘
子
の
こ
と
。『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
、「
俄に
わ
か
に
し
て
子し
ら
い来
病
有
り
。
喘ぜ
ん
ぜ
ん喘
然
と
し
て
将
に
死
せ
ん
と
す
。
其

の
妻
子
環め
ぐ
り
て
之
れ
に
泣
く
。
子し

り犂
往
き
て
之
れ
を
問
う
。
曰
く
、『
叱し
つ
。
避
け
よ
。
化
を
怛
か
す
無
か
れ
』
と
。
其
の
戸
に
倚
り
か
か
り
て
之
れ
と

語
り
て
曰
く
、『
偉
な
る
か
な
造
化
は
。
又
た
将
に
奚な
に
に
か
汝
を
以
て
為
さ
ん
と
す
る
。
将
に
奚い
ず
く
に
か
汝
を
以
て
適ゆ

か
し
め
ん
と
す
る
。
汝
を
以

て
鼠
の
肝き
も
と
為
さ
ん
か
。
汝
を
以
て
蟲む
し
の
臂う
で
と
為
さ
ん
か
』
と
。（
俄
而
子
来
有
病
。
喘
喘
然
将
死
。
其
妻
子
環
而
泣
之
。
子
犂
往
問
之
、
曰
、「
叱
。

避
。
無
怛
化
」。
倚
其
戸
与
之
語
曰
、「
偉
哉
造
化
。
又
将
奚
以
汝
為
。
将
奚
以
汝
適
。
以
汝
為
鼠
肝
乎
。
以
汝
為
蟲
臂
乎
」）」
と
あ
る
。

（
６
）	

楊
・
墨
之
害
＝
楊
は
楊
朱
の
こ
と
。
墨
は
墨
翟
の
こ
と
。
と
も
に
戦
国
時
代
の
思
想
家
で
あ
り
、『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
に
「
楊
朱
・
墨
翟
の
言
、

天
下
に
盈み

つ
。
天
下
の
言
、
楊
に
帰
せ
ざ
れ
ば
則
ち
墨
に
帰
す
（
楊
朱
・
墨
翟
之
言
、
盈
天
下
。
天
下
之
言
、
不
帰
楊
、
則
帰
墨
）」
と
あ
り
、
孟
子

の
在
世
時
に
は
、
楊
朱
・
墨
翟
の
学
説
が
天
下
を
二
分
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
お
、
楊
・
墨
の
害
と
は
、
同
篇
に
続
い
て
、「
楊
氏
は

我
が
為
に
す
。
是
れ
君
を
無な

み
す
る
な
り
。
墨
氏
は
兼
愛
す
。
是
れ
父
を
無
み
す
る
な
り
。
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
は
、
是
れ
禽
獣
な
り
。･･･

楊
・
墨
の
道
息や

ま
ず
ん
ば
、
孔
子
の
道
著あ
ら
われ

ず
。
是こ
こ

に
邪
説
民
を
誣し

い
、
仁
義
を
充
塞
す
る
な
り
。
仁
義
充
塞
す
れ
ば
、
則
ち
獣
を
率ひ
き

い
て
人
を
食は
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ま
し
め
、
人
将
に
相
い
食
ま
ん
と
す
。
吾
れ
此
れ
が
為
に
懼お
そ
れ
、
先
聖
の
道
を
閑ま
も
り
、
楊
・
墨
を
距ふ
せ
ぎ
、
淫
辞
を
放し
り
ぞけ
、
邪
説
の
者
の
作お
こ
る
を
得
ざ

ら
し
め
ん
と
す
（
楊
氏
為
我
、
是
無
君
也
。
墨
氏
兼
愛
、
是
無
父
也
。
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
。････

楊
墨
之
道
不
息
、
孔
子
之
道
不
著
。
是
邪
説

誣
民
、
充
塞
仁
義
也
。
充
塞
仁
義
、
則
率
獣
食
人
、
人
将
相
食
。
吾
為
此
懼
、
閑
先
聖
之
道
、
距
楊
墨
、
放
淫
辞
、
邪
説
者
不
得
作
）」
と
あ
る
。

（
７
）	
傳
燈
録
＝
『
景
徳
伝
灯
録
』
三
〇
巻
の
こ
と
。
釈
尊
よ
り
相
承
し
た
北
宋
初
め
ま
で
の
禅
宗
の
法
脈
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
師
の
開
悟
の
機
縁
な
ら
び
に

弟
子
に
対
す
る
接せ
っ
け化
を
記
す
。
法
眼
文
益
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
北
宋
の
僧
道
原
が
撰
述
し
、
は
じ
め
は
『
仏
祖
同
参
集
』
と
呼
ば
れ
、
真
宗
に
上
進

さ
れ
た
が
、
後
に
勅
に
よ
り
楊
億
ら
に
よ
り
改
刪
さ
れ
、
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
成
立
し
た
こ
と
か
ら
元
号
が
冠
せ
ら
れ
て
、
ま
も
な
く
入
蔵

し
た
。
多
く
の
燈
史
類
に
先
鞭
を
付
け
た
書
で
、
過
去
七
仏
よ
り
五
家
五
十
二
世
に
わ
た
る
千
七
百
一
人
の
名
を
挙
げ
る
。
詳
し
く
は
『
中
国
思
想

辞
典
』（
日
原
利
国
編
、
研
文
出
版
、
一
九
八
四
年
）
の
「
景
徳
伝
灯
録
」（p.97

）
を
参
照
。

（
８
）	

朝
聞
道
夕
聞
死
可
矣
＝
『
論
語
』
里
仁
篇
に
そ
の
ま
ま
見
え
る
。

（
９
）	

曾
子
易
簀
＝
『
礼
記
』「
壇
弓
」
上
に
、「
曽
子
疾や
ま
いに
寝い

ね
て
病へ
い
な
り
。
楽
正
子
春
は
牀し
よ
う下
に
坐
し
、
曽
元
・
曽
申
は
足
あ
し
も
とに
坐
し
、
童
め
し
つ
か
い
子
は
隅
に
坐

し
て
燭
を
執
る
。
童
子
曰
く
、『
華
に
し
て
睆か
ん
な
る
は
、
大た
い
ふ夫
の
簀さ
く
か
』
と
。
子
春
曰
く
、『
止や

め
よ
』
と
。
曽
子
之
れ
を
聞
き
て
、
瞿く
ぜ
ん然
と
し
て
曰

く
、『
呼あ
あ
』
と
。
曰
く
、『
華
に
し
て
睆
な
る
は
、
大
夫
の
簀
か
』
と
。
曽
子
曰
く
、『
然
り
。
斯
れ
季
孫
の
賜
た
ま
も
のな
り
。
我
れ
未
だ
之
れ
を
易か

う
る
能
わ

ざ
る
な
り
。
元
よ
、
起た

ち
て
簀
を
易
え
よ
』
と
。
曽
元
曰
く
、『
夫
子
の
病
革す
み
やか
に
し
て
、
以
て
変
う
可
か
ら
ず
。
幸
に
し
て
旦あ
し
たに
至
ら
ば
、
請
う
敬

し
み
て
之
れ
を
易
え
ん
』
と
。
曽
子
曰
く
、『
爾な
ん
じの
我
を
愛
す
る
や
、
彼
に
如し

か
ず
。
君
子
の
人
を
愛
す
る
や
徳
を
以
て
し
、
細
人
の
人
を
愛
す
る
や

姑
息
を
以
て
す
。
吾
れ
何
を
求
め
ん
や
。
吾
れ
正
を
得
て
斃た
お
る
れ
ば
斯こ
こ
に
已
ま
ん
』
と
。
挙
げ
て
扶た
す
け
て
之
れ
を
易か

う
。
席
に
反か
え
り
て
未
だ
安
か
ら

ず
し
て
没
す
（
曽
子
寝
疾
病
。
楽
正
子
春
坐
於
牀
下
、
曽
元
・
曽
申
坐
於
足
、
童
子
隅
坐
而
執
燭
。
童
子
曰
、「
華
而
睆
、
大
夫
之
簀
与
」。
子
春
曰
、

「
止
」。
曽
子
聞
之
、
瞿
然
曰
、「
呼
」。
曰
、「
華
而
睆
、
大
夫
之
簀
与
」。
曽
子
曰
、「
然
。
斯
季
孫
之
賜
也
。
我
未
之
能
易
也
。
元
、
起
易
簀
」。
曽

元
曰
、「
夫
子
之
病
革
矣
、
不
可
以
変
。
幸
而
至
於
旦
、
請
敬
易
之
」。
曽
子
曰
、「
爾
之
愛
我
也
、
不
如
彼
。
君
子
之
愛
人
也
以
徳
、
細
人
之
愛
人

也
以
姑
息
。
吾
何
求
哉
。
吾
得
正
而
斃
焉
斯
已
矣
」。
挙
扶
而
易
之
。
反
席
未
安
而
没
）」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。
曽
子
が
死
の
間
際
ま
で
礼
節
を

守
っ
た
こ
と
を
言
う
。

（
10
）	

臨
死
須
尋
…
胡
服
而
終
＝
こ
の
一
文
は
葬
礼
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。
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（
11
）	

心
迹
一
也
＝
隋
の
思
想
家
の
王
通と
う

の
作
と
さ
れ
る
『
文
中
子
中
説
』
巻
五
・「
問
易
篇
」
で
王
通
（
文
中
子
）
が
董
常
の
問
い
に
答
え
て
、「
心

（
本
来
的
な
心
情
）
と
迹
（
現
実
的
な
行
為
）
が
〔
な
か
な
か
一
致
せ
ず
〕
分
離
し
て
久
し
い
。（
心
迹
之
判
久
矣
）」（
四
部
叢
刊
初
編
本
、p.18

）

と
言
っ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
の
語
。
程
頤
の
語
に
、「
心
が
あ
れ
ば
迹
が
あ
る
も
の
だ
。
王
通
が
『
心
と
迹
は
分
離
し
て
い
る
』
と
言
っ
て
い
る
の

は
で
た
ら
め
だ
。
だ
か
ら
迹
の
上
か
ら
聖
人
〔
の
教
え
〕
と
合
致
し
な
い
こ
と
を
断
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
（
有
是
心
則
有
是
迹
。
王
通
言
「
心
迹
之

判
」、
便
是
乱
説
。
不
若
且
於
迹
上
断
定
不
与
聖
人
合
）」（
底
本
・
巻
第
一
五
・
伊
川
先
生
語
一
・
九
七
条
、p.155

）
と
あ
る
。
儒
者
で
あ
る
程
頤
に

と
つ
て
は
、
聖
人
の
心
と
日
常
の
人
事
と
は
不
可
分
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）	

莊
子
曰
「
遊
方
之
内
、
遊
方
之
外
」
者
＝
『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
、「
孔
子
曰
く
、『
彼
は
方
の
外
に
遊
ぶ
者
な
り
。
而
し
て
丘わ
れ
は
方
の
内
に
遊
ぶ

者
な
り
。
外
内
相
い
及
ば
ず
。
而
し
て
丘わ
れ
、
女な
ん
じを
し
て
往
き
て
之
れ
に
弔と
む
らわ
し
む
。
丘わ
れ
は
則
ち
陋お
ろ
かな
り
』
と
。（
孔
子
曰
、「
彼
遊
方
之
外
者
也
。
而

丘
遊
方
之
内
者
也
。
外
内
不
相
及
。
而
丘
使
女
往
弔
之
。
丘
則
陋
矣
）」
と
あ
る
。
彼
（
道
家
）
と
孔
丘
（
儒
家
）
の
立
場
か
ら
方
外
（
世
俗
を
超
え

た
世
界
）
と
方
内
（
世
俗
に
し
ば
ら
れ
た
世
界
）
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

皆
是
幻
＝
仏
教
的
世
界
観
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
幻
妄
観
を
言
う
。［
一
］
の
注
（
３
）、（
13
）
参
照
。

（
14
）	

何
不
付
與
他
＝
難
解
な
箇
所
で
あ
る
が
、
仏
教
の
幻
妄
観
に
対
し
て
、
万
事
万
物
が
天
理
・
天
命
の
性
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
儒
教
的
世
界

観
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
解
し
た
。
す
な
わ
ち
天
は
本
来
的
に
万
事
・
万
物
に
理
・
天
命
の
性
を
付
与
し
て
い
る
の
で
あ
る
。�

（
森　
宏
之
）

［
一
一
］

天
地
之
閒
、
非
獨
人
爲
至
靈
、
自
家
心
便
是
草
木
鳥
獸
之
心
也（

１
）
。
但
「
人
受
天
地
之
中
以
生
」

（
２
）

爾
。［
一
本
此
下
云
、「
人
與
物
、
但
氣
有

偏
正
耳
。
獨
陰
不
成
、
獨
陽
不
生
。
得
陰
陽
之
偏
者
、
爲
鳥
獸
草
木
夷
狄（

３
）
。
受
正
氣
者
人
也（

４
）
。」］

　
　
　
　
　
　

＊

天
地
の
閒
、
獨
り
人
の
み
至
靈
爲
る
に
非
ず
。
自
家
の
心
は
便
ち
是
れ
草
木
鳥
獸
の
心
な
り
。
但
だ
「
人
は
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生

ず
る
」
の
み
。［
一
本
、
此
の
下
に
云
う
、「
人
と
物
と
は
、
但
だ
氣
に
偏
正
有
る
の
み
。
獨
り
陰
の
み
に
て
は
成
ら
ず
、
獨
り
陽
の
み
に
て
は
生
ぜ
ず
。
陰

陽
の
偏
を
得
る
者
は
鳥
獸
・
草
木
・
夷
狄
と
爲
り
、
正
氣
を
受
く
る
者
は
人
と
な
る
。」
と
。］
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＊

天
と
地
の
間
（
つ
ま
り
我
々
が
存
在
す
る
こ
の
世
界
）
に
お
い
て
、
た
だ
人
の
み
が
こ
の
上
な
く
霊
妙
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
自
己
の

心
は
す
な
わ
ち
草
木
鳥
獣
の
心
で
あ
る
。
た
だ
、「
人
は
天
地
の
中
（
中
正
の
気
）
を
受
け
て
生
ま
れ
て
き
た
」
と
い
う
だ
け
な
の
だ
。

［
あ
る
版
本
に
は
、
こ
の
箇
所
の
下
に
、「
人
と
物
と
は
、
た
だ
気
に
偏
正
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
陰
の
み
で
は
〔
万
物
は
〕
生
成
せ
ず
、
陽
の
み
で
も
〔
万
物

は
〕
生
成
し
な
い
。
陰
陽
（
つ
ま
り
気
）
の
偏
っ
た
も
の
を
得
れ
ば
鳥
獣
・
草
木
・
夷
狄
と
な
る
。
正
気
を
受
け
る
な
ら
ば
人
と
な
る
。」
と
あ
る
。］

　
　
　
　
　
　

＊

※
『
語
類
』
巻
第
四
・
性
理
一
・
人
物
之
性
氣
質
之
性
に
、「
天
地
間
非
特
人
為
至
靈
、
自
家
心
便
是
鳥
獸
草
木
之
心
、
但
人
受
天
地
之
中
而
生
耳
。（
敬

仲
）」
と
あ
り
、
本
条
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
１
）	

自
家
心
便
是
草
木
鳥
獸
之
心
也
＝
自
己
の
心
（
本
性
・
本
体
）
に
備
わ
る
理
は
、
草
木
鳥
獣
の
心
（
本
性
・
本
体
）
に
備
わ
る
理
と
本
質
的
に
同

一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
底
本
・
巻
第
二
上
・
二
先
生
語
二
上
・
三
条
に
、「
一
人
の
心
は
天
地
の
心
〔
心
は
、
あ
る
版
本
に
は
体
と
あ
る
〕
に
ほ
か

な
ら
ず
、
一
物
の
理
は
万
物
の
理
に
ほ
か
な
ら
ず
、
一
日
の
運
行
は
一
年
の
運
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
程
頤
（
一
人
之
心
即
天
地
之
心
〔
心
一
作
体
〕、

一
物
之
理
即
万
物
之
理
、
一
日
之
運
即
一
歳
之
運
。
正
）」（p.13

）、
同
巻
第
一
八
・
伊
川
先
生
語
四
・
四
八
条
（『
近
思
録
』
巻
三
「
致
知
」
一
二

条
、
近
思
録
本p.195

に
も
収
録
）
に
、「
万
物
と
我
と
は
一
理
で
あ
り
、
彼
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
此
を
暁
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
外
合
一
の
道
で
あ

る
（
物
我
一
理
、
纔
明
彼
即
曉
此
。
合
内
外
之
道
也
）」（p.193

）
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
２
）	

人
受
天
地
之
中
以
生
＝
『
春
秋
左
氏
伝
』
成
公
・
伝
一
三
年
に
、「
成
子
、
脤
を
社
に
受
く
。
不
敬
な
り
。
劉
子
曰
く
、『
吾
れ
之
を
聞
く
、
民
は

天
地
の
中
を
以
て
生
ま
る
。
所
謂
命
な
り
。
是
を
以
て
動
作
・
礼
義
・
威
儀
の
則
有
り
。
以
て
命
を
定
む
る
な
り
。
…
…
』（
成
子
受
脤
于
社
、
不

敬
。
劉
子
曰
、
吾
聞
之
。
民
受
天
地
之
中
以
生
、
所
謂
命
也
。
是
以
有
動
作
礼
義
威
儀
之
則
、
以
定
命
也
。
…
…
）」
と
あ
る
。「
民
受
天
地
之
中
以

生
」
に
つ
い
て
の
二
程
の
解
説
と
し
て
、
底
本
・
巻
第
一
二
・
明
道
先
生
語
二
・
三
条
に
、「『
民
は
天
地
の
中
を
受
け
て
以
て
生
ず
』
と
は
、〔『
中

庸
』
に
い
う
〕『
天
の
命
ず
る
を
之
れ
性
と
謂
う
』
で
あ
る
。〔『
論
語
』
に
い
う
〕『
人
の
生
く
る
や
直
し
』
の
意
味
も
ま
た
同
様
で
あ
る
（
民
受
天

地
之
中
以
生
、
天
命
之
謂
性
也
。
人
之
生
也
直
、
意
亦
如
此
）」（p.135

）
と
あ
る
の
を
参
照
。［
七
］
の
注
（
１
）
参
照
。

（
３
）	

夷
狄
＝
中
国
の
周
辺
に
住
ん
で
い
た
蕃
人
。
東
夷
・
北
狄
・
西
戎
・
南
蛮
の
総
称
。
底
本
・
巻
第
二
上
・
二
先
生
語
二
上
・
一
九
四
条
に
、「
礼
を
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一
た
び
失
う
な
ら
ば
夷
狄
と
な
り
、
再
び
失
う
な
ら
ば
禽
獣
と
な
る
（
礼
一
失
則
為
夷
狄
、
再
失
則
為
禽
獣
）」（p.43

）、
同
巻
第
一
七
・
伊
川
先
生

語
三
・
二
一
条
に
、「
後
世
、
人
の
理
は
完
全
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。
少
し
失
わ
れ
れ
ば
夷
狄
に
等
し
く
、
大
い
に
失
わ
れ
れ
ば
禽
獣
に
等
し
く
な
る
。

［
人
理
は
、
あ
る
版
本
に
は
礼
と
あ
る
］（
後
世
人
理
全
廃
。
小
失
則
入
於
夷
狄
、
大
失
則
入
於
禽
獣
［
人
理
一
作
礼
］）」（p.177

）
と
あ
り
、
た
と

え
「
正
気
」
を
受
け
て
生
ま
れ
た
人
（
中
華
民
族
）
で
あ
っ
て
も
、
理
（
礼
）
を
失
う
こ
と
で
夷
狄
、
さ
ら
に
は
禽
獣
に
ま
で
身
を
落
と
す
と
さ
れ

る
。
な
お
、『
論
語
』
八
佾
篇
に
は
、「
子
曰
く
、
夷
狄
に
し
て
君
有
り
、
諸
夏
の
亡
き
が
如
く
な
ら
ず
と
（
子
曰
、
夷
狄
之
有
君
、
不
如
諸
夏
之
亡

也
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
二
程
は
、「
こ
の
一
文
は
、
孔
子
が
、
当
時
、
天
下
が
大
い
に
乱
れ
て
君
主
が
存
在
し
な
い
と
い
う
異
常
事
態
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
夷
狄
で
す
ら
君
主
が
い
る
の
で
あ
り
、〔
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
〕
諸
夏
（
中
国
）
に
君
主
が
存
在
し
な
い
と
い
う
状
況
よ
り

は
ま
だ
ま
し
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
此
孔
子
言
當
時
天
下
大
亂
、
無
君
之
甚
。
若
曰
夷
狄
猶
有
君
、
不
若
是
諸
夏
之
亡
君
也
）」（
底
本
・

巻
第
九
・
二
先
生
語
九
・
一
〇
条
、p.106

）
と
説
い
て
い
る
。

（
４
）	

人
與
物
・
・
・
受
正
氣
者
人
也
＝
底
本
・
巻
第
一
一
・
明
道
先
生
語
一
・
六
三
条
に
、「
中
の
理
と
は
こ
の
上
な
い
も
の
で
あ
る
。
陰
の
み
で
は

生
じ
な
い
し
、
陽
の
み
で
も
生
じ
な
い
。〔
陰
陽
の
気
が
〕
偏
っ
て
い
れ
ば
禽
獣
と
な
り
夷
狄
と
な
り
、〔
少
し
の
偏
り
も
な
い
〕
中
で
あ
る
な
ら
ば

人
と
な
る
（
中
之
理
至
矣
。
独
陰
不
生
、
独
陽
不
生
、
偏
則
為
禽
獣
、
為
夷
狄
、
中
則
為
人
）」（p.122

）
と
あ
る
の
を
参
照
。
ま
た
、「
独
陰
不
成
、

独
陽
不
生
」
に
つ
い
て
は
、『
春
秋
穀
梁
伝
』
荘
公
三
年
に
「
陰
の
み
で
は
生
じ
な
い
。
陽
の
み
で
は
生
じ
な
い
。
天
の
み
で
は
生
じ
な
い
。
三
者
が

合
わ
さ
っ
て
は
じ
め
て
生
じ
る
の
で
あ
る
。（
独
陰
不
生
、
独
陽
不
生
、
独
天
不
生
、
三
合
然
後
生
）」
と
あ
る
。
な
お
、
朱
熹
の
『
大
学
或
問
』
に

も
、「
そ
の
理
に
つ
い
て
言
え
ば
万
物
は
一
源
で
あ
り
、
も
と
も
と
人
と
物
と
に
貴
賤
の
差
は
な
い
。
そ
の
気
に
つ
い
て
言
え
ば
、
正
か
つ
通
の
気
を

得
た
者
は
人
と
な
り
、
偏
か
つ
塞
の
気
を
得
た
者
は
物
と
な
る
（
以
其
理
而
言
之
、
則
万
物
一
原
、
固
無
人
物
貴
賤
之
殊
。
以
其
気
而
言
之
、
則
得

其
正
且
通
者
為
人
、
得
其
偏
且
塞
者
為
物
）」
と
あ
り
、
本
条
で
の
議
論
が
朱
熹
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。�

（
伊
香
賀　
隆
）

［
一
二
］

後
漢
人
之
名
節
、
成
於
風
俗
、
未
必
自
得
也（

１
）
。
然
一
變
可
以
至
道（

２
）
。

　
　
　
　
　
　

＊
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後
漢
の
人
の
名
節
は
風
俗
に
成
り
、
未
だ
必
ず
し
も
自
得
せ
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
一
た
び
變
ず
れ
ば
以
て
道
に
至
る
可
し
。

　
　
　
　
　
　

＊

後
漢
の
人
が
名
節
（
名
誉
・
節
操
）
を
重
ん
じ
た
の
は
、
時
代
の
風
潮
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
ま
で
で
、
自
ら
が
〔
理
を
〕
真
に
理
解
し
て

そ
う
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
わ
ず
か
に
変
化
す
れ
ば
す
ぐ
に
道
に
至
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　
　
　
　

＊

（
１
）	

後
漢
人
之
名
節
・
・
・
未
必
自
得
也
＝
二
程
の
「
後
漢
人
（
東
漢
人
）
之
名
節
」
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
底
本
・
巻
第
一
八
・
伊
川
先
生

語
四
・
五
七
条
に
、「
も
し
真
に
道
を
知
れ
ば
、〔
古
の
聖
人
の
〕
一
つ
一
つ
の
節
操
や
行
動
に
や
み
く
も
に
従
う
な
ん
て
こ
と
は
し
な
い
。
…
…
こ
の

よ
う
な
人
は
、
古
人
の
し
た
こ
と
を
模
倣
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
道
と
い
う
も
の
を
ほ
と
ん
ど
理
解
し
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
東
漢

の
人
は
名
節
を
尊
び
、〔
名
節
の
た
め
な
ら
〕
た
と
え
死
に
至
っ
て
も
悔
い
は
な
い
と
す
る
者
さ
え
い
た
。
道
を
真
に
理
解
し
て
い
な
い
が
た
め
で
あ

る
（
若
知
道
、
則
不
肯
守
一
節
一
行
也
。
…
…
如
此
等
、
則
放
傚
前
人
所
爲
耳
。
於
道
鮮
自
得
也
。
是
以
東
漢
尚
名
節
、
有
雖
殺
身
不
悔
者
。
只
為

不
知
道
也
）」（p.194

）、
同
二
〇
六
条
に
、「
漢
代
の
経
学
を
ど
う
し
て
採
用
で
き
よ
う
。
そ
の
経
学
は
た
だ
章
句
訓
詁
の
み
を
追
求
し
た
も
の
に
す

ぎ
な
い
。『
尚
書
』
堯
典
を
解
釈
し
よ
う
と
し
て
三
万
余
言
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
要
点
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
東
漢
も
同
様
に
言
う
に
及

ば
な
い
。
東
漢
の
士
人
が
名
節
を
尊
ぶ
の
は
、
た
だ
た
ん
に
理
に
明
ら
か
で
な
い
た
め
で
あ
る
。
も
し
理
を
明
ら
か
に
し
た
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
皆

が
大
賢
人
と
な
ろ
う
（
漢
之
経
術
安
用
。
只
是
以
章
句
訓
詁
為
事
。
且
如
解
堯
典
二
字
、
至
三
万
余
言
、
是
不
知
要
也
。
東
漢
則
又
不
足
道
也
。
東

漢
士
人
尚
名
節
、
只
為
不
明
理
。
若
使
明
理
、
却
皆
是
大
賢
也
）」（p.232

）、
同
二
〇
七
条
に
、「
東
漢
の
士
に
は
名
節
を
尊
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。〔
た

だ
〕「
名
節
」
と
い
う
言
葉
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
節
と
は
礼
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
結
局
の
と
こ
ろ
〔
彼
ら
の
い
う

名
節
は
〕「
苦
節
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
当
時
の
名
節
の
士
ら
は
、
死
に
至
る
こ
と
を
本
望
と
し
た
の
で
あ
る
（
東
漢
之
士
多

名
節
。
知
名
節
而
不
知
節
之
以
礼
、
遂
至
於
苦
節
、
故
当
時
名
節
之
士
、
有
視
死
如
帰
者
）」（p.236

）
と
あ
る
の
を
参
照
。
な
お
朱
熹
は
、「
東
漢

名
節
の
士
」
へ
の
批
判
に
対
し
て
、「
三
代
以
降
、
た
だ
東
漢
の
人
才
だ
け
が
、
大
義
が
心
に
根
ざ
し
、
利
害
を
顧
み
ず
、
生
死
さ
え
も
そ
の
節
操
を

変
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
節
義
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
三
代
而
下
、
惟
東
漢
人
才
、
大
義
根
於
其
心
、
不
顧
利
害
、
生
死
不
変
其
節
、

自
是
可
保
）」（『
語
類
』
巻
三
五
・
論
語
一
七
・
泰
伯
篇
・
曾
子
曰
可
以
託
六
尺
之
孤
）
と
し
て
反
論
し
、
南
宋
当
時
の
士
大
夫
ら
は
と
て
も
東
漢
の
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士
に
は
及
ば
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。

（
２
）	

一
變
可
以
至
道
＝
『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
子
曰
く
、
斉
一
た
び
変
ず
れ
ば
、
魯
に
至
ら
ん
。
魯
一
た
び
変
ず
れ
ば
、
道
に
至
ら
ん
（
子
曰
、
斉
一

変
至
於
魯
。
魯
一
変
至
於
道
）」
と
あ
る
。�

（
伊
香
賀　
隆
）

［
一
三
］

先
王
之
世
、
以
道
治
天
下
。
後
世
只
是

（
校
１
）以
法
把
持
天
下
。

【
校
注
】（
校
１
）
是
＝
南
宋
本
に
は
「
是
」
の
字
無
し
。

　
　
　
　
　
　

＊

先
王
の
世
は
、
道
を
以
て
天
下
を
治
む
。
後
世
は
只た

だ是
法
を
以
て
天
下
を
把
持
す
。

　
　
　
　
　
　

＊

先
王
の
世
は
、
道
に
よ
っ
て
天
下
を
治
め
た
。
後
世
は
た
だ
法
に
よ
っ
て
天
下
を
統
制
す
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

※
本
条
は
『
近
思
録
』
巻
八
（
治
体
／
治
国
平
天
下
之
道
）
一
六
条
（
近
思
録
本
・p.246

）
に
収
録
さ
れ
、
朱
子
学
大
系
『
近
思
録
』（p.204

）
に
訓
読

と
頭
注
、
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
下
（p.158

）・
市
川
氏
『
近
思
録
』（p.438

）
に
訓
読
と
口
語
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
た
。
本

条
に
つ
い
て
は
、
底
本
・
巻
第
一
一
・
明
道
先
生
語
一
・
一
一
八
条
に
、「
三
代
の
治
政
は
、
理
に
順
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
両
漢
以
後
は
、
皆
天
下
を
統

制
し
よ
う
と
し
た
（
三
代
之
治
、
順
理
者
也
。
両
漢
以
下
、
皆
把
持
天
下
者
也
）」（p.127

）
と
あ
り
、
葉
采
『
近
思
録
集
解
』
に
、「
先
王
、
天
下
を

治
む
る
に
仁
義
を
以
て
主
と
為
す
。
治
は
固
よ
り
其
の
中
に
在
り
。
後
世
、
惟
だ
法
令
を
持
し
て
以
て
天
下
を
控
制
す
。
而
る
に
法
も
亦
た
先
王
の
法

に
非
ず
（
先
王
治
天
下
以
仁
義
為
主
。
治
固
在
其
中
。
後
世
惟
持
法
令
以
控
制
天
下
、
而
法
亦
非
先
王
之
法
矣
）」
と
あ
る
の
を
参
照
。

�

（
伊
香
賀　
隆
）
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［
一
四
］

語
仁
而
曰
「
可
謂
仁
之
方
也
已
」

（
１
）

者
、
何
也
。
蓋
若
便
以
爲
仁
、
則
反
使
不
識
仁（

２
）
、
只
以
所
言
爲
仁（

３
）
也
。
故
但
曰
仁
之
方
、
則
使
自
得
之

以
爲
仁（

４
）
也
。

　
　
　
　
　
　

＊

仁
を
語
り
て
「
仁
の
方
と
謂
う
可
き
の
み
」
と
曰
う
は
、
何
ぞ
や
。
蓋
し
、
若
し
便
ち
以
て
仁
と
爲
さ
ば
、
則
ち
反
っ
て
仁
を
識
ら
ず
、

只
だ
言
う
所
を
以
て
仁
と
爲
さ
し
む
る
な
り
。
故
に
但
だ
「
仁
の
方
」
と
曰
わ
ば
、
則
ち
之
を
自
得
し
て
以
て
仁
を
爲
さ
し
む
る
の
み
。

　
　
　
　
　
　

＊

〔『
論
語
』
雍
也
篇
で
孔
子
が
〕
仁
に
つ
い
て
語
っ
て
〔
最
後
に
〕「
仁
の
方
（
術
・
道
）
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、

一
体
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
も
し
「
仁
」
と
い
う
だ
け
な
ら
ば
、
反
っ
て
仁
を
認
識
で
き
ず
、
た
だ
言
葉
だ
け
の
理
解
に

お
い
て
「
仁
」
と
み
な
す
だ
け
で
あ
る
。
や
は
り
「
仁
の
方
（
仁
を
行
う
た
め
の
方
法
）」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
体
得
（
体
認
）

し
て
仁
を
実
践
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

＊

（
１
）	

可
謂
仁
之
方
也
已
＝
『
論
語
』
雍
也
篇
に
、「
子
貢
曰
く
、『
如
し
博
く
民
に
施
し
て
、
能
く
衆
を
済す
く
う
有
ら
ば
何
如
、
仁
と
謂
う
可
け
ん
や
』
と
。

子
曰
く
、『
何
ぞ
仁
を
事
と
せ
ん
。
必
ず
や
聖
か
。
堯
舜
も
其
れ
猶
お
諸
を
病
め
り
。
夫
れ
仁
者
は
、
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
つ
。
己
達
せ
ん
と

欲
し
て
人
を
達
す
。
能
く
近
く
譬
え
を
取
る
。
仁
の
方
と
謂
う
可
き
の
み
』
と
」（
子
貢
曰
、
如
有
博
施
於
民
、
而
能
済
衆
、
何
如
、
可
謂
仁
乎
。
子

曰
、
何
事
於
仁
。
必
也
聖
乎
。
堯
舜
其
猶
病
諸
。
夫
仁
者
、
己
欲
立
而
立
人
。
己
欲
達
而
達
人
。
能
近
取
譬
、
可
謂
仁
之
方
也
已
）
と
あ
る
。
こ
の

部
分
に
関
す
る
二
程
の
解
釈
と
し
て
、
底
本
・
巻
第
二
上
・
二
先
生
語
二
上
・
一
七
条
（『
論
語
精
義
』
巻
第
三
下
・『
論
語
集
注
』・『
近
思
録
』
に

も
収
録
）
に
「
医
書
で
は
、
手
足
が
萎
え
痺
れ
る
こ
と
を
不
仁
と
い
う
。
こ
れ
は
実
に
見
事
な
形
容
で
あ
る
。
仁
者
は
天
地
万
物
を
一
体
と
し
、
そ

の
全
て
が
尽
く
自
分
自
身
で
あ
る
。〔
天
地
万
物
の
全
て
が
実
は
〕
自
己
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
認
識
で
き
れ
ば
、
仁
は
あ
ま
ね
く
全
て
に

ゆ
き
わ
た
る
。
も
し
〔
天
地
万
物
が
〕
自
分
自
身
に
属
さ
な
け
れ
ば
、
お
の
ず
と
自
己
と
の
関
係
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
手
足
の
不
仁
（
萎
え
痺
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れ
）
の
よ
う
に
、
気
が
〔
体
中
に
〕
貫
か
れ
て
い
な
い
と
、
ど
の
手
足
も
自
己
に
属
し
て
い
な
い
か
の
よ
う
で
あ
る
。〔『
論
語
』
雍
也
篇
に
〕『
博
く

施
し
て
』『
衆
を
救
う
』
と
あ
る
が
、
ま
さ
に
こ
れ
は
〔
天
地
万
物
を
一
体
と
す
る
〕
聖
人
の
〔
仁
の
〕
功
用
な
の
で
あ
る
。
仁
と
は
非
常
に
表
現
し

難
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
だ
単
に
、『
己
立
た
ん
と
欲
し
て
人
を
立
て
、
己
達
せ
ん
と
欲
し
て
人
を
達
す
。
能
く
近
く
譬
え
を
取
れ
ば
、
仁
の

方
と
謂
う
可
き
の
み
』
と
い
う
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
仁
と
い
う
も
の
を
示
し
て
実
践
さ
せ
る
こ
と
で
、〔
天
地
万
物
を
一
体
と
す
る
〕
仁

の
本
来
の
す
が
た
を
会
得
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（
医
書
言
手
足
痿
痺
為
不
仁
。
此
言
最
善
名
状
。
仁
者
、
以
天
地
万
物
為
一
体
。
莫
非
己
也
。

認
得
為
己
、
何
所
不
至
。
若
不
有
諸
己
、
自
不
与
己
相
干
。
如
手
足
不
仁
、
気
已
不
貫
、
皆
不
属
己
。
故
博
施
済
衆
、
乃
聖
人
之
功
用
。
仁
至
難
言
。

故
止
曰
、
己
欲
立
而
立
人
、
己
欲
達
而
達
人
。
能
近
取
譬
、
可
謂
仁
之
方
也
已
。
欲
令
如
是
観
仁
、
可
以
得
仁
之
体
）」（p.15

）
と
あ
る
。

（
２
）	

識
仁
＝
底
本
巻
第
二
上
・
二
先
生
語
二
上
・
二
八
条
（
所
謂
「
識
仁
篇
」、『
宋
元
学
案
』
巻
一
三
に
も
収
録
）
に
、「
学
者
須
先
識
仁
。
仁
者
、
渾

然
与
物
同
体
、
義
礼
智
信
皆
仁
也
。
識
得
此
理
、
以
誠
敬
存
之
而
已
、
不
須
防
検
、
不
須
窮
索
。
…
…
」）（p.16

～17

）
と
あ
る
の
を
参
照
。

（
３
）（
４
）
爲
仁
＝
『
論
語
』
に
多
く
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
有
子
曰
、『
…
…
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
。
孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
』」（
学
而

篇
）、「
顏
淵
問
仁
。
子
曰
、『
克
己
復
礼
為
仁
。
一
日
克
己
復
礼
、
天
下
帰
仁
焉
。
為
仁
由
己
、
而
由
人
乎
哉
』」（
顔
淵
篇
）
な
ど
。
大
き
く
分
け
る

と
、「
仁
と
為
す
」
と
訓
む
場
合
と
、「
仁
を
為
す
」
と
訓
む
場
合
と
が
あ
る
。「
為
仁
之
本
」「
為
仁
由
己
」
は
「
仁
を
為
す
」、「
克
己
復
礼
為
仁
」

は
「
仁
と
為
す
」
で
あ
る
。「
仁
を
為
す
」
に
つ
い
て
は
、
程
頤
は
「
行
仁
」（
底
本
・
巻
第
一
八
・
伊
川
先
生
語
四
・
三
条
、p.183

）、
朱
熹
も
「
為

仁
、
猶
曰
行
仁
。」（『
論
語
集
注
』
学
而
）
と
解
釈
す
る
。�

（
伊
香
賀　
隆
）

［
一
五
］

「
忠
信
所
以
進
德
」

（
１
）。「
終
日
乾
乾
」

（
２
）、
君
子
當
終
日
「
對
越
在
天
」

（
３
）

也
。
蓋
「
上
天
之
載
、
無
聲
無
臭
」

（
４
）、
其
體
則
謂
之
易
、
其
理
則
謂
之

道
、
其
用
則
謂
之
神
。
其
命
於
人
則
謂
之
性
、
率
性
則
謂
之
道
、
修
道
則
謂
之
教（

５
）
。
孟
子
去
其
中
、
又
發
揮
出
「
浩
然
之
氣
」

（
６
）。
可
謂
盡

矣
。［
一
作
性
］。
故
説
神
「
如
在
其
上
、
如
在
其
左
右
」

（
７
）。
大
小
大
事（

８
）
、
而
只
曰
「
誠
之
不
可
揜
如
此
夫
」

（
９
）。
徹
上
徹
下（

（1
（

、
不
過
如
此
。
形

而
上
爲
道
、
形
而
下
爲
器（

（1
（

。
須
著（

（1
（

如
此
説
、
器
亦
道
、
道
亦
器
。
但
得
道
在
、
不
繫
今
與
後
、
己
與
人
。

　
　
　
　
　
　

＊
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「
忠
信
は
德
に
進
む
所
以
」
な
り
。「
終
日
乾
乾
」
と
し
て
、
君
子
は
當
に
終
日
「
天
に
在
る
に
對
（
越
）
す
」
べ
し
。
蓋
し
、「
上
天
の

載
は
、
聲
も
無
く
臭
も
無
く
」、
其
の
體
は
則
ち
之
を
易
と
謂
い
、
其
の
理
は
則
ち
之
を
道
と
謂
い
、
其
の
用
は
則
ち
之
を
神
と
謂
う
。

其
の
人
に
命
ず
る
は
則
ち
之
を
性
と
謂
い
、
性
に
率
う
は
則
ち
之
を
道
と
謂
い
、
道
を
修
む
る
は
則
ち
之
を
教
と
謂
う
。
孟
子
、
其
の
中

に
去ゆ

き
て
又
た
「
浩
然
の
氣
」
を
發
揮
し
出
す
。
盡
く
せ
り
と
謂
う
可
し
。［
一
に
性
に
作
る
］。
故
に
、
神
は
「
其
の
上
に
在い

ま

す
が
如
く
、

其
の
左
右
に
在い

ま

す
が
如
し
」
と
説
け
り
。
大
小
大
の
事
、
只
だ
「
誠
の
揜お

お

う
可
か
ら
ざ
る
こ
と
此か

く
の
如
き
か
な
」
と
曰
う
の
み
。
徹
上

徹
下
、
此
く
の
如
き
に
過
ぎ
ず
。
形
よ
り
し
て
上
を
道
と
爲
し
、
形
よ
り
し
て
下
を
器
と
爲
す
。
須す

べ
か著
ら
く
此
く
の
如
く
説
く
べ
し
、
器

も
亦
た
道
な
り
、
道
も
亦
た
器
な
り
と
。
但
だ
道
を
得
る
在
ら
ば
、
今
と
後
と
、
己
と
人
と
に
繫か

か
わ
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　

＊

〔『
易
経
』
乾
卦
文
言
伝
に
〕「
忠
信
（
ま
ご
こ
ろ
）
を
抱
き
続
け
る
こ
と
は
、
徳
に
進
む
た
め
の
方
法
で
あ
る
」
と
い
う
。「
終
日
、
乾

乾
」
と
し
て
努
め
励
み
、
君
子
は
、
終
日
、「
天
に
在
る
も
の
（
＝
天
帝
）」
の
存
在
を
意
識
し
、
畏
れ
慎
み
な
が
ら
（
＝
敬
）
過
ご
す
べ

き
で
あ
る
。
思
う
に
、〔『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
に
〕「
上
天
の
こ
と
は
、
声
も
無
く
臭
も
無
い
（
五
感
で
は
捉
え
ら
れ
な
い
）」
と
い
う

が
、
そ
の
天
が
様
々
に
変
化
す
る
様
態
を
易
と
い
い
、〔
そ
の
変
化
す
る
所
以
の
〕
理
を
道
と
い
い
、〔
そ
の
変
化
に
よ
っ
て
現
れ
る
〕
は

た
ら
き
を
神し

ん

と
い
う
（
以
上
は
天
に
つ
い
て
の
説
明
）。
天
が
人
に
命
じ
て
賦
与
し
た
も
の
を
性
と
い
い
、
性
に
順
う
こ
と
を
道
と
い
い
、

道
を
脩
め
る
こ
と
を
教
と
い
う
（
以
上
は
人
に
つ
い
て
の
説
明
）。
孟
子
は
、
天
と
人
と
の
間
に
入
っ
て
さ
ら
に
「
浩
然
の
氣
」
を
解
き

明
か
し
た
。
こ
れ
こ
そ
〔
天
と
人
と
を
貫
く
道
を
〕
十
分
に
説
き
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。［
あ
る
版
本
に
は
、
尽
を
性
に
作
る
］。

そ
れ
ゆ
え
に
〔『
中
庸
』
で
は
〕
鬼
神
は
「
そ
の
上
に
在い

ま

す
が
ご
と
く
、
そ
の
左
右
に
在い

ま

す
が
ご
と
し
」
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
い

か
な
る
大
事
小
事
で
あ
っ
て
も
〔
こ
の
よ
う
に
顕
現
化
す
る
の
で
あ
っ
て
〕、「
誠
は
こ
の
よ
う
に
蔽
い
隠
す
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

ほ
か
な
い
。
上
か
ら
下
ま
で
〔
つ
ま
り
天
も
人
も
〕
全
て
が
こ
う
し
た
道
（
＝
理
）
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。〔『
易
経
』
繋

辞
上
伝
で
は
〕
形
而
上
の
も
の
を
道
と
い
い
、
形
而
下
の
も
の
を
器
と
い
う
が
、〔
実
際
に
は
相
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
の
だ
か
ら
〕
器

も
ま
た
道
で
あ
り
、
道
も
ま
た
器
で
あ
る
と
説
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
道
を
〔
真
に
〕
体
得
す
れ
ば
、
現
在
と
後
世
、
自
己
と
他
人
の

区
別
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
る
。



— 90 —

　
　
　
　
　
　

＊

※
本
条
は
、『
近
思
録
』
巻
一
（
道
体
）・
一
九
条
（
近
思
録
本p.170

）
に
収
録
さ
れ
、『
孟
子
精
義
』
は
「
明
道
曰
」
と
す
る
（
巻
第
三
「
公
孫
丑
問
曰

夫
子
可
齊
之
卿
相
」
章
、p.672

）。
本
条
の
口
語
訳
に
つ
い
て
は
、
朱
熹
の
解
釈
（『
語
類
』
巻
第
九
五
・
程
子
之
書
一
・
二
四
条
）
を
参
考
に
し
た
。

ま
た
、
朱
子
学
大
系
『
近
思
録
』（p.34

～35

）
に
訓
読
と
頭
注
、
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
上
（p.32

～34

）・
市
川
氏
『
近
思
録
』（p.23

～26

）
に
訓

読
と
口
語
訳
、
朱
子
学
大
系
「
程
明
道
・
程
伊
川
」（p.296

）
に
口
語
訳
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
併
せ
て
参
考
に
し
た
。

（
１
）（
２
）
忠
信
所
以
進
德
・
終
日
乾
乾
＝
第
五
条
の
注
を
参
照
。『
易
経
』
乾
卦
九
三
に
「
君
子
終
日
乾
乾
し
、
夕
べ
ま
で
惕
若
た
り
、
厲
う
け
れ
ど

も
咎
无
し
（
君
子
終
日
乾
乾
、
夕
惕
若
、
厲
无
咎
）」
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
乾
卦
文
言
伝
に
、「
子
曰
く
、
君
子
は
徳
に
進
み
業
を
脩
む
。
忠
信
は

徳
に
進
む
所
以
な
り
。
辞
を
脩
め
て
其
の
誠
を
立
つ
る
は
、
業
に
居
る
所
以
な
り
。
…
… 

故
に
乾
乾
す
。
其
の
時
に
因
り
て
惕
る
。
危
う
し
と
雖
も

咎
无
き
な
り
（
子
曰
、
君
子
進
徳
修
業
。
忠
信
所
以
進
徳
也
。
修
辞
立
其
誠
、
所
以
居
業
也
。
…
…
故
乾
乾
。
因
其
時
而
惕
。
雖
危
無
咎
矣
）」
と
あ

る
。
こ
の
箇
所
の
程
頤
の
解
釈
は
、『
周
易
程
氏
伝
』
に
「
日
夕
懈
ら
ず
し
て
兢
惕
す
れ
ば
、
則
ち
危
地
に
処
る
と
雖
も
咎
無
し
（
日
夕
不
懈
而
兢

惕
、
則
雖
處
危
地
而
無
咎
）」（p.696
）、「
内
に
忠
信
を
積
む
、
徳
に
進
む
所
以
な
り
（
内
積
忠
信
、
所
以
進
徳
也
）」（p.700

）
と
あ
る
。

（
３
）	

對
越
在
天
＝
『
詩
経
』
周
頌
・
清
廟
。「
対
越
」
の
「
越
」
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
や
朱
熹
は
「
於
」
と
同
じ
助
辞
で
あ
る
と
す
る
。
二
程
も
同
様

に
解
釈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
程
顥
の
言
葉
に
「『
敬
せ
ざ
る
毋
く
』（『
礼
記
』
曲
礼
上
）
ん
ば
、
以
て
上
帝
に
対
（
越
）
す
可
し
（
毋
不

敬
、
可
以
対
越
上
帝
）」（
底
本
・
巻
第
一
一
・
明
道
先
生
語
一
）
と
あ
り
、「
在
天
」
が
「
上
帝
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）	

上
天
之
載
無
聲
無
臭
＝
『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
。『
中
庸
』
に
も
引
用
さ
れ
る
。

（
５
）	

其
命
於
人
則
謂
之
性
・
・
・
謂
之
教
＝
『
中
庸
』
冒
頭
の
句
「
天
命
を
之
れ
性
と
謂
い
、
性
に
率
う
を
之
れ
道
と
謂
い
、
道
を
修
む
る
を
之
れ
教

と
謂
う
（
天
命
之
謂
性
。
率
性
之
謂
道
。
修
道
之
謂
教
）」
を
ふ
ま
え
る
。

（
６
）	

浩
然
之
氣
＝
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
説
か
れ
る
至
大
至
剛
の
気
。
孟
子
に
よ
れ
ば
、
人
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
る
「
浩
然
之
氣
」
を
養
え
ば
、

そ
の
気
は
や
が
て
天
地
の
間
に
充
満
す
る
に
至
る
と
い
う
。
こ
こ
に
人
と
天
と
を
貫
く
気
が
説
か
れ
て
い
る
。

（
７
）	

如
在
其
上
如
在
其
左
右
＝
『
中
庸
』
章
句
本
第
一
六
章
に
、「
天
下
の
人
を
し
て
、
斉
明
盛
服
し
て
、
以
て
祭
祀
を
承
け
し
め
ば
、
洋
洋
乎
と
し
て
、

其
の
上
に
在
す
が
如
く
、
其
の
左
右
に
在
す
が
如
し
（
使
天
下
之
人
、
斉
明
盛
服
、
以
承
祭
祀
、
洋
洋
乎
、
如
在
其
上
、
如
在
其
左
右
）」
と
あ
る
。
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（
８
）	

大
小
大
事
＝
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
朱
熹
が
「
甚
大
事
小
事
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
た
が
（『
語
類
』
巻
第
九
五
・
程
子
之
書
一
・

二
四
条
）、
こ
れ
に
つ
い
て
は
様
々
な
解
釈
が
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
こ
の
部
分
が
上
文
に
つ
な
が
る
の
か
、
下
文
に
つ
な
が
る
の
か
さ
え
は
っ
き
り
し

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
の
部
分
の
口
語
訳
の
例
と
し
て
、「
…
そ
の
左
右
に
在
す
が
ご
と
き
、
大
小
大
の
事
を
説
い
て
」《
上
文
接
続
》（
朱
子
学

大
系
『
近
思
録
』p.34

、
担
当
は
山
崎
道
夫
）、「
…
と
説
く
の
は
、
か
な
り
大
事
な
こ
と
で
あ
っ
て
」《
上
文
接
続
》（
朱
子
学
大
系
「
程
明
道
・
程

伊
川
」p.296
、
担
当
は
湯
川
敬
弘
）、「
こ
の
よ
う
な
こ
と
（
を
説
い
て
）」《
下
文
接
続
》（
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
上 p.34

）、「（
神
を
祭
る
こ
と
は
）

相
当
に
重
大
な
こ
と
な
の
に
」《
下
文
接
続
》（
市
川
氏
『
近
思
録
』p.24

）
等
が
あ
る
。
こ
の
部
分
の
「
大
小
大
事
」
に
つ
い
て
の
解
説
と
し
て
、

「
宋
代
の
俗
語
で
多
少
・
如
此
の
意
」（
湯
浅
氏
『
近
思
録
』
上 p.33

）、「
大
小
、
猶
多
少
也
」（
葉
采
『
近
思
録
集
解
』
巻
一
）、「
蓋
是
洛
之
法
言
。

…
…
大
小
大
只
是
大
也
」（
沢
田
希
『
近
思
録
説
畧
』、
近
世
漢
籍
叢
刊
・
思
想
三
編
）
等
と
あ
る
。
ま
た
底
本
・
巻
第
一
・
二
程
先
生
語
一
・
五
条
に

も
「『
終
日
乾
乾
』、
大
小
大
事
。
却
只
是
『
忠
信
所
以
進
徳
』、
為
実
下
手
処
、『
修
辞
立
其
誠
』、
為
実
修
業
処
」
と
あ
り
、
本
稿
で
は
「
大
事
な
こ

と
」
と
訳
し
た
。
な
お
、「
大
小
大
」「
大
小
」
に
は
「
こ
ん
な
に
」「
あ
ん
な
に
」「
こ
ん
な
に
多
く
の
」「
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
」「
非
常
に
大
き
な
」

「
い
か
ば
か
り
」「
な
ん
と
」
等
の
意
味
も
あ
る
。［
八
］
の
注
（
16
）
を
参
照
。

（
９
）	

誠
之
不
可
揜
如
此
夫
＝
『
中
庸
』
章
句
本
第
一
六
章
に
、「
夫
れ
微
の
顕
な
る
、
誠
の
揜
う
可
か
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
き
か
な
（
夫
微
之
顕
、
誠

之
不
可
揜
、
如
此
夫
）」
と
あ
る
。

（
10
）	

徹
上
徹
下
＝
上
下
に
貫
通
・
通
達
す
る
こ
と
。

（
11
）	

形
而
上
爲
道
形
而
下
爲
器
＝
『
易
経
』
繋
辞
上
伝
に
、「
是
の
故
に
形
よ
り
し
て
上
な
る
者
、
之
を
道
と
謂
い
、
形
よ
り
し
て
下
な
る
者
、
之
を
器

と
謂
う
。
化
し
て
之
を
裁
す
る
、
之
を
変
と
謂
い
、
推
し
て
之
を
行
う
、
之
を
通
と
謂
い
、
挙
げ
て
之
を
天
下
の
民
に
錯
く
、
之
を
事
業
と
謂
う
（
是

故
形
而
上
者
謂
之
道
、
形
而
下
者
謂
之
器
。
化
而
裁
之
謂
之
変
、
推
而
行
之
謂
之
通
、
挙
而
錯
之
天
下
之
民
謂
之
事
業
）」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
る
。

（
12
）	

須
著
＝
応
該
・
応
須
・
応
当
な
ど
と
同
じ
。
ま
さ
に
～
す
べ
し
。�

（
伊
香
賀　
隆
）
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